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GDMと教科書のマッチング

-動調の扱い方一

松浦克己

1 はじめに

時制や関係代名詞 受動態は日本人がよく

間違えるものとして挙げられる O 根本的に日

本語と考え方が大きく異なるものであること

に加え， 日本語に訳してそれと照らし合わせ

て理解しようとすることも大きな理由となっ

ている O 教科書も基本的には日本語訳で説明

しているため，教科書をいくらていねいに指

導しでも，この問題の解決にはならない。例

えば l年生の教科書(東京書籍 New

Horizon)では，次のように記述されている。

〈新教科書 14ページ Unitl)

be動詞 amの導入のページに rrは『わた

しは.]amは『です』に当たる。J
〈新教科書 16ページ Unitl)

be動詞 areの導入では IYOUは『あなた

は.]areは『です』に当たる。疑問文では

areがyouの前に出て，文末が上げ調子に

なる O 肯定の答えには yesを使う 。J
この例のように，教科書を用いてダイレク

トで教えようとしても非常に難しい。GDM

と教科書はいろいろな点で対照的である O 関
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係代名詞や受動態も同様である O 反対に GD

Mでこれらのことを指導すると，生徒の理解

は教科書での指導と比べて格段によくなる O

GDMを公立中学校で取り入れようとすると

時制の扱い方の大きな違いに直面する O この

課題を克服しないと，英語学習の入門期の指

導に最適な GDMのメリットを中学校で活用

することができない。

小牧西中学校での時制についての指導の実

践を報告する。

2 での時制

過去形が出てくるのが 1年の 3学期後半と

いう遅さが， もう一つの問題点である。ほと

んど 1年間現在形の文ばかりというのと，日

本語と英語の時制の感覚の違いとが相まって，

日本人学習者の時制が苦手という原因につな

がっている O また その現在形の指導も 1・

2人称と 3人称の指導が数ヶ月離れているた

め，いわゆる 3単現の Sの定着が悪い原因と

なっているのは明らかである O 教科書の編集

方針の一つに， 日本語と英語で概念が違うと

きは，同じ部分をまず学習させ，それから違

う部分を提示して理解させようということが

あるように思われる O これは一見学習者に

とって親切，分かりやすいと思われるが，実

際は逆効果である。なぜなら，まず同じ部分

で学習すれば，当然のことながら「日本語と

同じように考えればいいんだ、」と思い込み，

それが定着してから 実際はこういうときは

違うから変えなさいと言われでも，なかなか

対応できない。まずカルチャーショックを与

え， I英語の考え方は日本語とは違うんだJ
ということを意識させるほうが， 3単現の使

い分けにしろ，単数複数の使い分けにしろ，

最終的には定着は良くなる。もちろんそのこ

とを初めて習うときは，使い分けのある方が

間違いは多くなるが，その部分だけで判断す

ると，結果として学習者には不親切な指導方

針となってしまう 。

教科書での時制の扱いは次のようである O

これはどの教科書もだいたい同じである O

①be動詞

②一般動詞の現在形 1・2人称

③一般動詞の現在形3人称

④現在進行形

⑤一般動詞の過去形

⑥ be動詞の過去形

⑦過去進行形

③未来 begoing to 

⑨未来 will

⑩現在完了形

①から⑤までは l年生の範囲，⑩は 3年生

の内容である O この指導順序の問題の一つは，

④から⑨までの流れにある。動作の時間的流

れは，例えば部屋の窓を開ける場面でいうと

次のようになる O

I will open the window.→ I am opening 3 G 0 M の特徴

the window.→ I opened the window. 

このように，未来と進行形，過去形を使い

分けることが時制のポイントであるが，教科

ではそれらをひとつひとつ単独に扱ってい

るO 実際の動きと比べ，とても不自然であり，

普段の生活場面と結びついていないため，

「現在進行形に直しなさい」とか「未来の文

に直しなさい」という指示がないと使えない

ということになりやすい。

GDMでは be動詞のあと take，putを使っ

て， will take / put， taking / putting， took / 

putを指導する O 次に willgive， giving， gave 

を教える O そのあと willgo， going， wentが

出てくる o 1学期終わりには，生徒は目の前

の場面を次のように言うことができる o

He will go to the board. He is going to 

the board. He went to the board. He is at 

the board. He will take the map off the 
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board. He is taking it off the board. He 

took it off the board. He will put the map 

on the table. The map will be on the table. 

He put it on the table. It is on the table 

now. It was on the board. 

しかし未来の文や過去形を使っていると

いう意識はない。GDMはダイレクトメソッ

ドであるので¥文法用語を使った日本語によ

る説明をしない。だから生徒は， will take 

を使う場面と tookを使う場面をどう使い分

けるのか，あるいは tookの場面か putの場

面かを分けているだけである o 2学期に入り，

教科書で一般動詞の play，watchを習っても

1 will play tennis tomorrow.という文は使え

ない。これをどう結びつけるのかが，教科書

にGDMを取り入れるときの大きなポイント

となる o GDMでの take，put， give， goの学

習が時制の理解の手助けにならないと， G D 

Mを取り入れる効果が半減することになる O

4 帰納法で獲得したことを一般化する手順

(1) 第 l段階

まず， take， put. give， go， comeの横の関

係から共通点を確認させる。

will take put give go come 

taking putting giving going coming 

took put gave went came 

今まで縦で 3つの使い分けを考えていたが，

それぞれの使い分けのポイントは同じである

ことを確認させることが必要である O give 

や goのあたりで，何人かの生徒は「今まで

と同じ考えで使い分ければいい」という感想

をワークシートに書いていたので，気づいて

いる生徒は多くいるが，気づいていない生徒

もおり，まずこのことを確認することが必要

である。文法用語で未来 進行形とまとめる

のではなく，内容を説明させた方が有効であ

るO 生徒に考えさせると 1段目は「これから

やるときにイ吏う，やろうとしているときJ2 

段目は「しているさいちゅう， している途

中J3段目は「すんだあと，ゃったあと」と

いうような言葉でまとめていた。

(2 )第 2段階

教科書で出てきた一般動詞と上の動詞の 3

時制とをつなげる単語が必要である o take 

put giveはまだ教科書では出てきていないの

で， comeを使って 4段目を付け加える O 教

科書の本文 11usually come to school by 

bike. Jの文を示して， will come / coming / 

cameと比べさせて どれとも形が異なって

いることを確認させ， 4段目に付け加える O

どういうときに使うかを考えさせると「いつ

もの時，特定のあるときではない」とまとめ

た。 さらに今まで使ってきた Hecomes to 

school by bike.の文を確認し， 4段目を

come / comesで付け加える O

(3) 第3段階

で習った play/ watch / studyに4

つの使い分けを広げる O まず， 4段目を板書

し，そこから l段目から 3段目を推測させる O

will play / playingまでは take/ put / give 

などの例から考えられるが過去形はいろい

ろあるので全部を同じやり方で作ることがで

きないことを確認する O その後， playは

played， watch はwatchedにすればいいこ

とを教える o study はstudiesから推測させ，

studiedになることを考えさせ，確認する O

(4) 第4段階

教科書 78ページの 1日の生活を活用して，

この 4つの使い分け(未来，進行形，過去形，

現在)を身の回りのことで使えるようにする O

まず教科書の内容は， 4段目(現在形)であ

ることに気づかせる O 今朝起きた時刻を言う

ときは，この 4段目の文ではなく， 3段目

(過去形， もちろん文法用語は使っていない

のでこの言葉は使わない)の gotupを使わ

なければいけないことを，明日の朝のことを

言うときは同じく 1段目の willget upを使
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わなければいけないことを確認していく 。教

科書で出て来る 8つの内容のほかに，毎日す

ることは他にないかを尋ね， r宿題をする」

ことを生徒から自主的に(?強制的に)出さ

せ， do my homeworkとstudyではなく do

を使うことを知らせる O これは，時制の練習

だけでなく，このあと出てくる Whatdo you 

do after school?の文のフィードフォワード

としての役割もある O

「起きる，家を出る，歩いて学校に行く，

学校に着く，食事をする，放課後~をする，

勉強する，宿題をする，寝る」について， 4 

つの使い分けとそれぞれの否定文，疑問文に

ついてもその作り方を指導する O

(5) 第 5段階

4つの時制の使い分けだが，実際の場面で

はそれに否定と疑問の文が加わるので結局は

12の形になる O これらをドリル的にただ単

に練習させるだけでは使えるようにはならな

い。できるだけストリーのなかで使い分けが

できるようにしていきたい。

1 usually get up at seven. My mother 

usually gets up at six and cooks breakfast. 

But she did not cook today. She was sick. 

So 1 got up at six and cooked breakfast 

today. 1 wiU cook breakfast tomorrow， too. 

このような流れのなかで 使い分けができ

るように練習させるのが大切である O

5 時制の感覚の定着にむけて

以上の手順での指導の時期だが，単語的に

はUnit3の段階(小牧西中学校でのカリキュ

ラムでは 10月)で扱えるが，帰納法的考え

方の大切なポイントのひとつに，ある程度の

回数が必要なことと，ある程度の時聞が経た

ないと教え込みと同じ事になってしまうとい

うことがある O このことから， 2学期の最後

ぐらいが適当と考える O そこから 3学期の終

わりにはこの 4つの時制の使い分けが正確に

できるように指導している o 1年生の聞に未

来，現在進行形，過去形，現在形の 4つの使

い分けができると，その後の英語の学習が非

常に楽になる O この使い分けがはっきりして

いない状態に，過去進行形や不定詞，そして

動名詞が入ってくると とてもたいへんであ

るO 動詞の形の変化はこれに現在完了と受動

態が加わる O 動詞のこれらの使い分けは中学

校の英語学習のとても大きなものである O そ

れ故に 3年間で何を，いつ， どんなふうに教

えていくのかしっかりと方針を持って，生徒

の理解の状況を的確につかみながら指導して

いくことが必要である O

(小牧西中学校教諭)

「分からないJから「分かるJヘ:GDMによる小学校英語学習の成

-松浦克己さんの授業に学ぶ・考える-

[はじめに]

GDMの小学生クラスでは最初の頃，子ど

もたちから「分からないJr難しいJという

声がよく聞こえる O 教師が用意した「答え」

を，いわゆる「ょくできる」誰かが発表し

松川 和 子

教師の「はい，よくできました。みなさん，

覚えましょう 。」式の授業とは対極の， r自分

で考え，ルールを発見していくJ.それも日

本語無しの授業法では子どもたちがいろんな

「分からないjに直面するのは至極あたりま
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えのことである O もし みなさんが公立小学

校の 6年生 (24名前後)を1年間 (45分授

業週 1回 31クラス)でGDMのテキス

トである「絵で見る英語J(注1)p.1 [I， Y ouJ 

から p.30辺り [go，comeJ の内容を子ども

たちが「運用」できるレベルまで指導しなさ

いと言われたらどうだろうか?子どもたちを

「分からない」から「分かるJへと導くこと

ができるだろうか?ここに 2007年 4月から

2008年 3月の公立小学校での松浦克己さん

(小牧市立小牧西中学校教諭)の GDMによ

る授業実践がある O 子どもたちは第 1日目の

ワークシート No.1(teaching points: I， You， 

He， She， It， They /ねらい等 :自分の立場で

話す。手をつける O 他の生徒の発言をよく聞

くなど〕から始め 最後のワークシート

NO.31 (teaching points: will come， coming， 

came/ねらい:goとcomeの使い分けが理

解できる o 1 went to the door.と1came to 

the door.を適切に使うことができる。〕まで

やり終えた。(注2)授業後の感想文(資料参

照 下線部は筆者)にあるように，ほとんど

の子どもたちが「分かった」ゃ「楽しかっ

た」とこの授業に良い評価を与えている o(注

3)ただ，それはすぐに「分かった」のでは

なく， r覚えるのに時間がかかったJr最初は

いやだったJr最初はぜんぜん分からなかっ

た。Jということばから 時間をかけて「分

かるJようになったことがうかがえる o r分
からない」から「分かる」は大変な作業だっ

たに違いない。 日本語で説明してもらって

「分かったと思えた」ではなく， No 

]apaneseの教室でいろいろ見たり，聞いた

り，自分でも動いてみたり 仲間の発言に注

目して，それを自分の立場に当てはめて考え

たりしながら，子どもたちは 31回のクラス

で毎回，新しい語句や文の学習をこなし

ワークシートをし，宿題(その日に学んだ語

句を使つての絵と自由作文)や音読などの家

庭学習にも取り組み 「分からない」に耐え

ながら「分かる」に至ったのである。子ども

たちを導き続けたもの，それは何か?松浦克

己さんの授業ビデオ(注4)を再度観察し，二

つのことが浮かび上がってきた。それは

rw分からない』を乗り越えさせる授業の存

在」と「励まし，導く教師の子どもへの『声

かけ.Uであった。授業記録から学びの実際

を紹介する O また 同じ小牧市で松浦克己さ

んの指導を受け，小学校で 1年間 35回のG

DM英語学習を実践した渡透明代さん(小牧

市立小牧中学校教諭)からは rw家庭学習J
が『分かる』ための l要因になっている」と

の報告があった。(注目それも合わせて紹介

する o rまとめ」では， r自分の力で『分か

る』にいたるJを導くことのできる GDMに

よる学習が語学面だけでなく，子どもたちの

成長に何をもたらすことになるのか? 他の

実践報告や教育関係図書を参考に私見を述べ

たい。

[W分からない』を乗り越えさせる授業の存在]

松浦克己さんの 5時間目の授業 [teaching

points: his/herの使い分けができる o /ねら

い:This/Thatlmy /yourの復習]を例に挙

げる O 黒板に貼られた写真(有名な世界の建

造物)を使い，子どもを呼び出したり，自分

の席から発話させたりしながら This(That) 

is . It is here (there).の復習。This/

Thatを思い出させてから 生徒や教師の持

ち物をうまく使いながら，さらに This/

Thatlmy /yourの復習へ導く O 子どもたちの

すぐ近くから，時には遠くから，教室の後ろ

から，教師は教室内をダイナミックに移動し

聞を置くことなく，種々の場面を指示し個

人やコーラスの発話を引き出す。その後his/

herの導入。[ライブ→絵→ペア練習→個人

の発表→カードの読み→絵と文の組み合わせ

→ワークシート→答えを板書させる→板書の

F
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文章を読む→ペア練習]の手順でわかるよう

に教師対生徒の構図ばかりでなく，生徒同士

のペア練習も数回入れこみ 子ども同士が学

び合い，確認し合う時間も用意している O 教

師は導入や必須の場合を除いて発話しない0

45分間，子どもたちは休みなく英語で考え，

英語を話し，聞き，読み，書く O その日の課

題文 (Thisis.... That is... This is my (your / 

his/her)…That is my (your/his/her)…)をラ

イブの時間に何回耳にしたり，声に出してい

るのか?その回数を数えてみた。Thisの文

は実に 81回， Thatの文は 79回であった。

これはライブにおける回数のみで，その後の

絵による練習以下のアクティピティ(上記)

で触れる文の回数を加えるなら，それは驚異

的なものになる O 家庭学習としての宿題プリ

ントや音読もあるので授業日以外も課題文を

目にし，自分の声でそれらの文を聞く O ここ

で明確に認識されるべきことは，子どもたち

は81回， Iオウム返し」で言ったり， Iオウ

ム返し」の文章を聞いているのではないとい

うことである o GDMの教室で登場する文章

はすべて「実際の場面を伴っている (SEN-

SITs) Jということだ。目で手で耳で身体で

感じて，身の回りの人や物について，何度も

何度も英語で「表現するj体験を重ねながら

発話した文章の回数である。「ことばの学びJ
がその回数分起こっていたということである O

感想に見られることばで言うと「いや」に

なったり， I頭がごちゃごちゃ」になったり

しながらでも「どんどんJIいっぱい」やっ

ているうちに「分かる」ようになってきたの

である。「集団としての子どもたち」が「聞

き合う JI気づき合う JI頼りあう」関係の中

で一人一人が「個人の学び」を成し遂げてき

たのである O ただ， どのGDMの授業でもこ

れが起こり得るのではない。松浦克己さんの，

GDMの特色を十分に生かした綿密な授業案，

シンプルで分かりやすい教材，スピーデイー

な授業運び， どの子にも目配りをし，常に子

どもたちの集中力を維持させるといった工夫

が「どんどんJIいっぱい」の授業を支える

ものであることを認i哉しておきたい。

[家庭学習の大切さ]

筆者は家庭学習の実際を観察する機会は無

かったが，渡遺明代さんは実践報告 (渡遺

平成 21年度)のアンケート結果から以下のよ

うに述べている。

Ir友達や先生がやっていることが分かるJ
n年間学習した内容がわかるJと答えた児

童が，約 80%いるということの一つの要因

として，毎日の家庭学習で行う英読(授業で

行ったワークシートに描カ亙れている絵を見て

英語を言う)の成果だと考える。家庭で，保

護者の方々に児童が言う英語を毎日聞いても

らうことで，子どもたちは新しい英語が言え

るようになったことを保護者に伝えることが

でき，保護者にほめてもらえることの喜びと

同時に，自信につながっている。」

[励まし，導く教師の子どもへの声かけ

.，. ....... I;Z;I一己さんのことば]

教師は子どもたちの様子を見ていて，大事

な時期に声をかける O 以下は紙面の都合上，

2例のみだが，学校での学びを支えるための

家庭学習の大切さ 「分からない」にみんな

で立ち向かう気持ちの大切さをわかりやすい

こと lまで語Jっている。

(1) 3時間目 (We，Youの導入)の授業後

3回でよくここまで来てくれました。

とってもよくがんばってくれました。先生，

ちょっとびっくり O 今日，明日中にここの

ページ(宿題の自由作文と絵)をやるとい

いよね。そのあとはできるだけ身の回りで

練習するといいので おかあちゃん相手に

Y ou are here.なんてやってくれるといい

な。今日は何を習ったかな ?Weどこかで
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イ吏えたらいいよね。どこかで使えたらとっ

てもいいので探してみてください。

(2) 9時間目(in/onの2回目)の授業前

(授業開始から 2か月)

分からないことは悪いことではないよ O

だけど2種類の『分からんjがあるよね。

『分からん。J次なんていいたくなる?もう

いいやという『分からんJだよね。『分か

らん。』この『分からんJはどうかな?が

んばろうな。なんでだろうな。そういった

『分からん』をみんなで出し合ってわかる

ようになるといいよね。そういうのが勉強

だからね。そういう仲間と一緒にやれると

いいよね。

[まとめ :GDMの授業でもたらされるもの]

(1) 1自ら学ぶ意欲の源」を引き出す

以上みてきたように GDMの特色

(Graded， SEN-SITs， Direct)を十分に生かし

た授業と教師の励ましにより， 1難しいJ1分

からない」から「挑戦してみよう J1考えて

みよう」と気持ちが変わり 学習を重ねるほ

どに英語のルールがわかり，わかることに

よって自信がつき 家庭学習を行うことで家

族の理解も得，褒められることでさらに学ぶ

意欲が高められるといった好循環が生まれ，

「英語の基本がつまっている」と他の GDM

授業者(吉沢 2010) も勧める 30ページまで

の内容に加え，さらに進んだ箇所 (willbe， 

comeなど)まで学習することができた。そ

して学級の一員として「聞きあう J1考えあ

う」といった「共同の学びJ1共に成長する

喜びJも同時に手に入れることができた。桜

井茂男氏(筑波大学大学院助教授 教育心理

学)は著書で「自ら学ぶ意欲の源Jとして①

有能感(自分は00ができるんだ)②自己決

定感(自分のことは自分で決定している)③

他者受容感(自分は周りの人から受容されて

いるんだ)をあげる o (桜井 1998)まさしく，

この小論で紹介した子どもたちこそ①②③を

体感し， 1自ら学ぶ」スタート地点に立った

のではないか。GDMの会員の片桐ヨウコさ

んは私立中学校で 3年間GDMで指導した生

徒の一人について次のように書いている O

「…中学で習ったことを自分の基礎として，

その上に語学も，国際感覚も，自主的に行動

する底力のようなものも 成長させていって

くれたことに，わたしは感動したのでした。

GDMで習うものは語学だけではありません。

自分の中にあるエネルギーに気がつくように

なります。とにかく元気になります。GDM

が語学からはずれたら， もう GDMじゃない

かもしれませんけれど GDMによって引き

出されたエネルギーは 一人の人の中で成長

して，いろいろな花をさかせているのだとわ

たしは思っています。J(片桐 1982) 

(2) 1自分で分かる一集団でわかる」を導く

松浦克己さんは「小学校の英語活動におけ

るGDMの有効性J(松浦平成 19年)の中

で IGDMによる英語活動のメリット」とし

て，中学校英語の基礎としての効果と共に子

どもたちの成長にかかわる次のような点を挙

げている o (下線部筆者)

①考える力の育成に効果的

②自分で分かろうとする気持ちゃ意欲が継

続する。

③学び合いの基本的姿勢が育つ

④ひとりひとりの気付きを大切にする O

つまり， GDMの授業でひとりひとりが考

え，気づくことで集団の学びが活性化される O

学びの集団がひとりひとりを勇気づけ，分か

ろうと努力させるのである o 1960年代から

30年にわたり「学習集団」づくりによる学

校改革を提唱した故吉本均氏の教育論には

GDMによる授業と多くの共通点が見られる O

吉本氏は「学級の教育力J(1共にある」子ど

もたちと教師が，ちからをあわせて， よい授
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業をしよい学級をつくろうとするもの)を

重視し rr連帯のある学級』をつくること

『分かる授業Jをするということを同時に実

現するように授業を構成すること，授業が子

ども相互の親密な連帯を基盤として営まれる

べき」ことを説いた。(白石・湯浅 2006)彼

のいう授業は小学校の教科全般において教師

が発問し子どもたちは教師や同級生の発言

を聞き，考えをまとめて発表し教師はひと

りひとりの考えをもとに集団思考させるので

ある O それに対し. GDMは語学学習であり，

技能の習得を目標とし，子どもたちの「気づ

き」は復習や導入の範囲に限られる O しかし

ながら，ひとりひとりの存在を大切にし気

づきや学びを結集して課題に取り組むやり方

は吉本氏のめざした「連帯する学級」と繋が

るものがある。

(3) r学ぶ喜び」を取り戻させる

GDMの対局にある教育観は「学びは知識

の伝達である」とするものだ。教師の答えに

時間内にたどり着いた者はほめられ，他は切

り捨てられる O 子どもたちを分断する孤独な

学びだ。現代でもそのような教育観が主流を

占める O 吉本氏は 50年も前にそういった状

況を改革するものとしての「学習集団」づく

りを意図したのである O 彼は「あらかじめ決

められた答えだけを要求する授業が，考えな

い子ども，人と交流できない子ども，人のま

ちがいを喜ぶ子どもを作っている。」とし

さらに「…このような『教え込みJ型の授業

の問題点は，子どもが教授行為の単なる客体

になっているということである O 子どもは客

体であると同時に 主体であることを忘れて

はならない。なぜなら 授業で知識や技能を

学習するのは，子ども自身だからである O 子

ども自身が自分でみずからの知的・道徳的力

を緊張させ，積極的に学習対象に対決すると

きに，つまり，子ども自身が自己活動的であ

るときにのみ，学習は成立する。Jと説く O

(岩垣・豊田 2006)そしてさらに，子どもの

可能性は呼び起されねばならないものとして

次のように言う o r子どもの可能性は，自然

に，自発的に生じてくるものではない。『よ

き可能性』は，ひとりひとりの子どもの身

(心)の奥深いところに，仕舞い込まれて，

眠り込んでいるのだからである。だから，教

師は身(心)に介入してゆさぶり，めざまし，

呼び起し子ども自らで立ち上がり，自らで

歩まなくてはならない。可能性は呼び起され

ねばならない。J(白石・湯浅 2006) 

松浦克己さんのGDMの特色を十分に生か

した言語体験の豊かな授業こそが，吉本氏の

「学習主体としての子どもJr可能性を呼

びさまされ，自ら立ち上がる子ども」を育て

る授業なのではないか。「学ぶことの喜び，

自分の可能性への期待，学び合う仲間との連

帯感」は子どもたちをより深く，生きて働く

学びへ導くものとなるにちがいない。

2011年から公立小学校の 5・6年に対し，

それぞれ年 35時間の英語活動が必修となり，

全国で多種多様の活動が行われている。果た

してその効果はいかなるものだろうか ?GD
Mによる英語活動は最近では 2008年度茨木

市立小学校 6年生 6回 (此枝 2009).2009 

年度茨木市立小学校 5年生 8回. 6年生 11

回 (麻田・河村・此枝・松川 2010). 2010年

度豊中市立小学校 5年生 15回. 6年生 15回，

2011年度豊中市立小学校2校で l校は 5年生，

6年生共に 6回，もう 1校は 5年生. 6年生

共に 15回行われた。(河村・松浦 2011)こ

れら実践例をみると 担任中心の英語活動に

GDMを広げていくことの難しさが浮かび上

がる O しかし必修となって l年，現行の英

語活動の問題点もこれからますます明らかに

なってくるだろう o GDMは理論も実践研究

もゆるぎないものがある O こういう時代に

あって，今後，さらにGDMの指導法として

。。



の有効性，子どもたちを「学びの主体」とす

るその教育的側面を機会あるごとに発信し続

けることが大切で、ある。

注 1: EP1 1. A・リチャーズ/クリステイ

ン・ギブソン著 IBCパブリッシング

注 2: teaching plan No. 30はwillbe (EPl， 

37)， No. 31は go，come (EPl， 29及

びEPl， 61) 

注 3: r分かるようになった。おぼえること

ができた」などと書いた生徒は 49人

中32人 (65.3%)rがんばれた。やり

がいがあったO 楽しかった。」などと

書いた生徒は 49人中 13人 (26.5%)

注 4:筆者の授業観察ビデオ(松川 2008) 

注 5:渡透明代さんは当時 5年生の担任であ

り，松浦克己さんの指導を受けながら，

2007年 9月から生徒が6年生となっ

た2008年 7月まで 1年間 (35回)， 3 

クラス 96名に GDMによる授業を実

践。
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クラス-1(26人)

*英語をやったおかげで少しずつ単語をおぼ

えることができました。中学でも松浦先生

と勉強したことを思い出して英語に取り組

みたいです。

*松浦先生のおかげでぜんぜん英語がわから

なかったぼくもけっこうわかるようになり

ましたO

*松浦先生がいつも教えてくれる英語は意味

がわからないやつがあるけど先生が本当に

やってくれるのでよく分かります。松浦先

生が教えてくれる英語を中学になったらど

んどん使っていきたいです。

*棒人間を使って分かりやすかったです。そ

れと中学校では習わない英語をたくさん知

れてよかったです。中学校に行くと週3回

か 4回もあってたいへんだと思います。今

まで教えてもらったことを忘れないように
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したいです。

*最初はむずかしくてぜんぜんわからなかっ

たけど，今はだいぶわかるようになりまし

た。塾で英検をやるのにも役に立っていま

す。中学に行ったら英語の回数も増えるの

でがんばりたいと思います。

*最初は短い文だったけど だんだん長い文

になってきてやりがいがありました。楽し

かったです。

*そのおかげで分かるようになりました。松

浦先生は分からないところがあってもどん

どん教えてくれたおかげで分からないとこ

ろも分かるようになりました。松浦先生は

面白い先生と思いましたO

*おかげで英語を少しずつ身につけることが

できました。松浦先生はプリントで分から

ない問題でも分かりやすく教えて下さった

ので次に同じ問題が出たときでもスラスラ

と書き入れることができました。自信もつ

いたので中学でも英語がんばります。

*最近絵を見てだいぶ答えられるようになり

ましたO 少しずつ練習して言えるようにな

りました。中学校に行っても英語がんばろ

うと思います。

*おかげで少し英語の単語がしゃべれるよう

になりましたO ぼくは海外旅行にも行くの

でとても助かりました。ぼくは英語はじよ

うずじゃないけど 手をあげることで分か

らないことも分かるようになりました。家

でも読むことが大切と教えてくれたので少

しじようずになりました。

*とってもわかりやすくて英語の意味がよく

わかるようになりました。特に絵などで英

語はどうやって使うかがわかりました。少

しむずかしい英語でも松浦先生が詳しく教

えてくれたのでよくわかるようになりまし

た。中学に行く自信をつけてくれました。

松浦先生に教えてもらったように中学でも

がんばります。

*来年は中学生で英語が始まるけど予習 (松

浦先生の授業)があったのであまり不安は

ありません。

*私は中学校が小牧西中なので中学校に行っ

たら，英語をこんなふうにやるんだなと思

いました。いろんな単語を覚えられました。

*私は全然英語のことは分からなかったけど，

先生のおかげでとてもたくさんのことが分

かりました。そのおかげで中学に行っても

英語が苦手になることなく， ぎゃくに得意

になってがんばれそうな気がします。これ

からも先生どくとくの楽しい教え方でがん

ばってください。おうえんしています。

*難しくていやになったりするときもあった

けどさいごまできちんとがんばることがで

きたのでよかったです。中学生になる前に

できるだけ苦手なところをできるようにし

たいです。

*そのおかげで英語のことを知ることができ

ました。少し分からなかったところがあっ

たけど，松浦先生の教え方がうまいので少

し分かるようになりました。ぼくは西中な

ので棒人間の英語ですが理解できるように

がんばりたいです。

*松浦先生の英語の授業は棒人間を使ってい

て最初は少し分かりにくかったけど自分で

理解しようと考えることができましたO 岩

崎中学校でもこの経験を生かしてがんばり

ます。

*自分はアメリカに 3年間行っていて英検2

級を持っているんだけど最近英語を忘れて

きているので毎週一回英語の復習ができて

よかったと思いました。

*最初は今まで外国人の先生とゲームをした

りして授業をしていたのでとてもびっくり

したけど，たくさん英語をおぼえることが

できたし，外国人のおもしろい先生と同じ

くらい楽しい授業だったのでとてもよかっ

たです。中学校はちがうけどおしえても

ハU
可
E
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らった英語絶対に忘れません。

*おかげで英語が身につきました。でも

ちょっと苦手があるのでそれをちょっとず

っ，少しずつなくしていきたいと思います。

中学校にいっても英語がんばりたいと思い

ます。

*私は全然分からなかった英語が分かるよう

になりました。私は小牧中だけど，これか

らも英語をがんばっていきたいです。

*先生のは ABCから始めなかったから難し

かったけど，むずかしい単語を覚えると楽

しいです。棒人間を書くのがかんたんだか

ら宿題を作ってくるのはおもしろいです。

先生にはまた西中でお世話になりますね。

西中でも楽しいじゅぎょうをしてくれるこ

とを期待しています。

*英語を教えてくださったおかげで put，

taking， will， 1 ， Y ouなどさまざまな英語が

覚えられて本当にためになりました。しか

も1will take my hat 0宜thetable.などの

長いことも書けて本当にありがとうござい

ました。英語はとても楽しい授業だと思い

ます。

*ぼくは松浦先生が英語のじゅぎょうをして

くださってとてもうれしかったです。ぼく

はこれらのことをいかして中学校でもがん

ばります。先生のことはぜったい忘れませ

ん。

*わたしは少し英語が苦手で覚えるのに時間

がかかったけど松浦先生がくわしく教えて

くれたのでしっかりと意味を理解して覚え

ることができました。中学校になると，さ

らにレベルが高くなるかもしれないので，

小学校で習った英語をしっかりと思い出し

て，授業でもいっぱい手をあげることがで

きたらいいです。

*松浦先生のおかげで分からなかった英語が

わかるようになりました。松浦先生の教え

方はとてもわかりやすくて， とってもよ

かったです。松浦先生のいる西中には行か

ないけれど，岩崎中でもしっかりとがんば

ろうと，思っています。

クラスー 2(23人)

*私はプリントをやるのが好きなんだけど，

プリントがスラスラ分かるようになったの

は松浦先生のおかげです。

*ぼくはさいしょ英語をやった時ぜんぜんわ

けがわからなくて， DJや IItJなどがど

ういう意味でどういう時に使うんだろうと

思ったけど，おかげでいろんな事が言える

ようになりました。別れるのはさみしいけ

どこれからも元気でいてください。

*おかげで英語がよく分かりました。とくに

楽しくおしえてくれておもしろかったです。

最初は英語は苦手でした。でも分かりやす

く教えてくれたのでいまは苦手じゃありま

せん。とっても英語がたのしくなりました。

私は中学校は小牧西中なのでこれからもが

んばりたいです。

*ぼくは英語が苦手だけど英語がだいたいで

きるようになりました。ぼくが卒業しでも

学校の先生とがんばってください。ぼくも

英語をがんばろうと思います。

*英語の授業でいろいろなことを教えてくれ

てありがとうございました。例えば英文，

英単語などです。ぼくは英語を読むのはで

きますけれどもあまり意味はわからないで

す。でも中学に入る前は小学校の復習でい

そがしいと思います。中学校ではテスト

ばっかりだけれども くじけずにいっしょ

うけんめいがんばりたいと，思っています。

*ぼくは英語がとても苦手で簡単はものしか

かけません。そして当たった時も，プリン

トに書く時だってぜんぜんできません。だ

けどそのたびに松浦先生が教えてくれまし

た。ぼくは牧中なのでもう授業は受けれな

いかもしれないけど松浦先生に教わったこ
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とを思い出しがんばっていきたいです。

*M小学校で単語文章などの基本英語を教

えてくださり，ありがとうございました。

私は西中なので，また英語教えてください。

今度は授業に関する英語もそうだけど，関

係のない英語も教えてください。

*最初はItis here.も知りませんでしたが，

毎週松浦先生に教えてもらったため，少し

難しい英語もわかるようになりうれしかっ

たです。ぼくは西中なので中学校でもよろ

しくお願いします。

*松浦先生は日本語をあまり使わない授業だ

けどとっても分かりやすくておもしろかっ

たです。おかげでとても長い文や難しい英

語でもスラスラ読めて解けるようになりま

した。最初英語は書くだけで覚えられると

思っていたけれど 英語は書くのも大事だ

けれど読むこともとても大事だということ

が分かりましたO 中学になると英語は苦手

になりやすいのでこれからも松浦先生に教

えてもらったことを生かしながらがんばっ

ていきたいです。

*わたしは英語がすごく苦手でまったくわか

りませんでした。けれど松浦先生がわかり

やすく教えてくれたのでだいぶしゃべれる

ようになったしスラスラいえるようにな

りました。中学にいったら，松浦先生に教

えてもらったことをいかしてしっかり取り

組みたいと思います。

*私は岩崎中にしん学します。西中だったら

また松浦先生におしえていただけるのに，

と思ったことが毎週金曜日先生がくださる

日々そう思います。松浦先生の英語はとっ

ても楽しくでき，プリントも「今日はどん

なのかな?Jと思います。だけどその授業

ももう終わりですね。さみしいです。

*いままで英語をわかりやすく，楽しく教え

ていただきありがとうございました。学校

のときに英語を習ったら(小学校の授業

で)中学校へ行ってもすらすらとよみやす

いと思います。これからも英語がとっても

わかるようになるようにがんばりたいです。

絵を見ながらやったり 人間の動きを見な

がら書いたり点線の所はいなくなっていど

うしたり，こまかいところも書いてあった

のでとってもわかりやすかったです。

*先生は児童を使って考えさせたり，先生自

身が英語を教えてくれるので，英語の授業

がとても大好きです。松浦先生から教わっ

た英語を岩中でも生かして英語の成績はい

つもゅうしゅうでいたいです。

*わたしは英語が好きだったので，はじめの

うちは「簡単だなあJと，思っていましたが，

No.l2ぐらいでだんだん難しくなってきて

「きちんと復習しなきあわからなくなる」

と思い，家で母と習ったことをつかって

しゃべってみたりしているとだんだん自信

をもって授業で発表できるようになりまし

た。

*ぼくたちにたくさんの英語をおしえていた

だきありがとうございました。そのおかげ

で数々の英語を話せるようになりました。

* 1がつきに習った英語はかんたんでした。

2がつきは少しむずかしくなりました。3

がつきにはもっとむずかしくなり，わから

なかったときはファイルを使うとよくわか

りました。

*最初は英語がいやだったけどやっていくう

ちに楽しくなりました。たくさん習って頭

がごちゃごちゃなったときもありましたが

ていねいに教えてくれたのでわかるように

なりました。

*最初はあまりよくわからなかったけどいっ

ぱいやっているうちにわかるようになって

きました。ぼくがわからなかったときも教

えてくれてよくわかりました。

*今までにも学校で英語を習ったことはあっ

たけど，本格的に習ったのは初めてです。
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私は小牧西中に行きます。なので，中学の

予習ができてよかったです。松浦先生の授

業は分かりやすくて とても楽しかったで

す。

*英語ははじめ全く理解できず何をいってい

いかとまと守っていたけれど今はすらすらと

言えるようになりましたO スペルもまちが

えずに書くことができます。英語には似て

いるところがあって使い方も似ています。

これからも英語をたくさん勉強してたくさ

んしゃべれるようになりたいです。

*最初は英語なんて興味がなかったけど，松

浦先生の英語の授業を教えてもらったら単

語や文もわかるようになり，数字は 1から

10までしかわからなかったけど，英語に

すこしずつ興味がでてきて 50までいえる

ようになか松浦先生の英語で授業をして

もらってよかったです。

*松浦先生の授業ではいままで知らなかった

単語・文章がわかりました。松浦先生独自

の教え方はとてもよくわかりました。松浦

先生の授業はいままでの外人の先生よりも

多くのことを覚えられたし，楽しくなって

きました。ぼくは西中ではないけど，英語

もがんばりたいです。

*先生には英語の授業を主にみてもらいまし

た。最初に教えてもらったときはぜんぜん

分からなくてつまらなかったけど，英語を

教えてもらっているうちに，だんだん楽し

くなりました。中学校になったら英語の授

業もふえるので先生に教えてもらったこと

を生かしてがんばりたいです。

(梅花学園生涯学習センター講師)

持ちを書かせるのL しし、

-GDMのライティングにおける「描写J-

吉沢郁生

高校生を対象に，あるトピックについて英

文によるパラグラフを書かせた。生徒たちは

自分の趣味だとか，クラブ活動だとか，好き

な歌手だとかについて書きはじめるが，なか

なか書き始められない生徒もいる o I何につ

いて書きたいの?Jと聞く 。「書きたいこと，

ないですJI何かあるでしょう O 自己紹介で

もいいしJI別に紹介するほどのこともない

し…JI好きなスポーツとかは?J Iスポーツ

下手やしJI好きな食べ物とかJIうーん，カ

レーかなJIよく聞く音楽とかは?J Iあまり

聞かないJI全然?J Iたまに聞く JI何を?J 
IJ-poPとかJIじゃそれ書いたら?J I一…・」
I]-popが好きなんでしょう?J I好きという

か，普通」これに類するやりとりがしばしば

ある O やる気のない生徒だということで片付

けるのは簡単だが，このようなやりとりを振

り返ってみて気がついたことがある。

(1) 一つは，私が教師として「好きなことで

あれば，生徒は書きたがるだろうJという前

提で話しかけ，何とか「好きなものJを引き

出そうとしていた，ということである O 嫌い

なことはしないが好きであれば言われなく

てもする O だから，好きな題材があれば，そ

のことだけでそれを英文で表現しようという

意欲がわくだろう という前提があると思っ

た。 しかし生徒にとってはそうではない。例
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えば， ]-popを日常的に聞いているからと

いって，そこに「好きだJと呼べるほどの感

情が働いていない場合だ、つであるだろう O 嫌

いではないが， r好きかJと聞かれて， rうー

ん，何となく Jと答えたくなるようなこと

だってあるはずだ、。

また， r好きJと言ってもその度合いは微

妙なのである。いろいろな「好きJや「嫌

いJがある O こだわりだすときりがない。

さらに，なぜ嫌いなことは書かせないのか，

という問題もある。生徒にとっては， rかっ

たるい」とか「閉じこもっていたいJ，rあい

つに嫉妬する」とか「どうでオレはだめだJ
とかの否定的な感情がうずまいている場合

だ、つである O たいがい 学習意欲がないと見

なされる生徒の多くは，そうした否定的な感

情がうずまいていて，それが作業をさまたげ

ていることが多い。

しかし気持ちを正直に書かせることが大

事だということで，嫌いなことでも何でも

いていいよ， というふうにしてしまうと，大

変なことになる O そのような感情は，意識下

でうずまいていることがほとんどだから，そ

れを出してもいいとなると学習そのものが阻

害されてしまう O やはり一定のコントロール

は必要なのだ。

(2) もう一つは，英文を書いている生徒でも，

具体的な描写がなかなかできないということ

がある O 例えば，野球をやっている生徒が，

1 like baseball. 1 belong to the baseball c1ub. 

1 practice baseball every day. 1 want to be a 

good baseball player.と書いてくる o r先生，

語数が足りないけど，あと何を書いたらいい

んですか?Jと聞いてくるo r具体的な場面

を書いてごらん。この間の練習の時のできご

ととか，何か印象に残ることがあるでしょ

う」と言っても，なかなか書くことができな

い。「そういえば，この間練習中にボールを

エラーして，そのボールが池にはまって，そ

のボールを取るのに池に入って濡れちゃっ

た」などと言う O このようなエピソードが出

てくる生徒はかなり上質なのだが，それでも

「池にはまる，って何って言うんですか?J 
「ボールをエラーする って何て言うんです

か?Jなどいちいち質問してくる o rThe 

ball went into the pond.でどう? ボールを

エラーするは， The ball is off the glove.っ

て言ってみたら」と言うと ，n府に落ちない顔

をしている O すでに goという動詞も intoや

offという前置詞も習っているはずなのに，

実際の場面に応じて使えないのである O

ほとんどの生徒の頭の中にあるのは， r野
球する =play basebalU r練習する=

practiceJ というユニットである。日本語と

の対応で覚えているだけであって， r練習す

る」の中身が吟味されていない。野球の練習

であれば，走ること，ボールを投げたり取っ

たりすることが含まれるし 相撲の練習であ

れば，四股をふむことが含まれるだろう O そ

のような具体的なイメージ いいかえれば実

際の場面に即したイメージがないまま覚えて

いるのである O だから， r具体的な場面を

いてごらん」と言われても 書けないのであ

る。

この(1)(2)の問題を克服するには， r好きな

ことを書かせよう Jrうれしかったことを

かせよう Jr得意なことを表現させよう Jと

いった構えを捨てること。そういうことは後

回しにして，まずは，具体的な場面に即して，

目に見えることを描写するトレーニングから

始めることが必要だ、と思う 。しかしこのこ

とに対する抵抗は根強い。

まず，文科省の「中学校学習指導要領 第

9節外国語」を見てみる o

「書くこと」の「目標」は次のようになっ

ている O (l) 
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英語で書くことに慣れ親しみ，初歩的な

英語を用いて自分の考えなどを書くこと

ができるようにする O

年生の教科書に，まとまった量の英文を書か

せるエクササイズとして次のようなものがあ

るO (2) 

次に「内容」として，

主として次の事項について指導する O

(ア)文字や符号を識別し語と語の区切

りなどに注意をし正しく書くこと O

(イ)聞いたり読んだりしたことについて

メモをとったり，感想、や意見などを

書いたりすること O

(ウ)自分の考えや気持ちなどが読み手に

正しく伝わるように書くこと。

(エ)伝言や手紙などで読み手に自分の意

向が正しく伝わるように書くこと。

(1 ) あなたらしさが伝わる自己紹介になるよ

う，紹介したいこと(話題・伝えたいこと)

を下の表に整理しよう O

(例) 話題 伝えたいこと

ア )について

イ )について

ウ )について

コニ )について

(2) 表の内容をもとに英文を書き，自己紹介

の原稿を完成させよう O

とある O

どれも妥当なことで 当たり前のことが書

かれている， と思ってしまいがちだ。 しかし

よく見てほしい。

「目標」として「自分の考えなどを書く j，

「内容」として「メモをとったり j，r感想、や
意見などを書いたり j，r考えや気持ちなどが

読み手に正しく伝わるようにj，r自分の意向

が正しく伝わるように」と書かれている。全

体として， r考えJとか「気持ち」とか「意

向」といった言葉に満ちているという印象が

ある O これを，次のような言い方と比べれば

違いがはっきりする O

Teacher's Manualは これに対応する解

説で次のように言う O (3) 

ねらい 自分らしさが伝わるように紹介し

たいことを整理して，自己紹介の

文章を書く。

留意点 自分らしさを表現できるような紹

介文を作らせたい。(後略)

「内容J
(ウ)自分が知覚したものを正しく描写 ・

記述すること。

(エ)自分の行動・動作を正しく描写 ・記

述すること O

そして，アからエの( )に入れる話題

の例として， (出身地) (得意なスポーツ)

(好きな果物) (好きな動物)を上げている。

自分らしい表現をさせたい，そのために得

意なこと，好きなことについて書かせよう O

これが基本的なスタンスなのである O

「得意だ」とか「好きだ」というのは，個

人の内面にかかわること，いわば feeling，

感情に属することである O 個人の感情は微妙

であり，前述したように，こだわりだすとき

りがない。いきおい，おおまかにくくった言

葉で表現することになる O ところが，おおま

学習指導要領のこのスタンスは当然，検定

教科書に反映されている O 例えば，中学校 l

「「
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かにくくった言葉で表現したのでは，微妙な

ニュアンスが表現できない。結果的に，似た

り寄ったりの英文になってしまう 。まあ入門

期なのだからこれで十分でしょう， というこ

とになる。

が変化しているのが面白い。4コマ目で汗を

かきながら“Weare here." と言っているあ

たり，なかなか絵の描写が細かい。

<作品例2>

このような流れと対照的なのがGDMの方

法論である o GDMの授業では，ライブで導

入し絵を使って練習した後，文を書く練習

をさせる O 第 1時間目から「聞く，話す，読

む，書く」の4つを併行して行う O

<作品例 1~3 >は 中学 1年生で英語を

教えはじめて間もない頃 1am here. Y ou 

are here/there. He is here/there. They are 

here/there. We are here/there.を教え，テ

キストである EPl.7までを読んだ後の第 4

時間目に書かせたものである O

1 2 

6 
6 

~~ o 
~ ~ 

3 

" ._-

4‘ 
--

l
 

ι』

<作品例 1>

l 
， 

一一
'・
喝=- • 

一匹の毛虫。仲間と出会う 。一緒に大きな

りんご(? )を見つける。たぶん喜んでいる

のだろう，と，思っていると 4コマ目， もう一

つりんごが落ちてくる o r危ない」と叫びな

がら逃げる。3コマ目と 4コマ目の表情の対

比， りんごの数の変化，毛虫の進む方向の変

化など，展開が面白い。
s 4 

-.阿

UFOが来る O そこから降りてきた異星人

( ? )と緊張した対面をするが，最後には握

手をする O コマが進むにつれて，人物の表情

p
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(2 ) 英語で表現しきれないことが，絵の中

に詳細に描かれている O 作品を作ってい

る頭の中には，ここに書かれていないた

くさんの言葉がかけめぐっているのであ

る。それが絵の中の人物の表情とか，ス

トーリーの展開として表現されている O

(3) これらはすべてフィクションである O

自分の気持ちを表現したものではない。

にもかかわらず，ストーリーの組み立て

方，絵の描き方などから，書き手の個性

が感じられる O

(4 ) 英文が少ない分，読み手にいろいろな

ことを想像させる O あのこ匹の毛虫は兄

弟かもしれない。親子かもしれない。そ

れとも…というようにさまざまな解釈を

許す。それが読み手を楽しませる。

<作品例 3>

1 z 

向 ~ 

• 
. .・

0 • 
• r.や

e • ‘ ， 
• 0 ・

s I 4 

場

初

蜘
下
鉄 . ~ 

‘ • • • v 

このワークシートの指示は， r絵と英文で

4コマのストーリーを作りなさい」という，

大変簡単なものである。授業の中で絵を見せ

て練習する際に，少しストーリー性のある絵

を見せておく 。そして， EPl， 6-7があるス

トーリー'性のあるものになっている O そのコ

ンテキストが生徒の発想を刺激して，作品が

生み出されている。そうして生み出された作

品は，教師として読まねばならぬという義務

感からではなく，一読者として楽しんで読め

るものが多い。それが何よりもいい。

このような作品に対して 「絵の下手な子

もいる O 絵を描くのをいやがる子もいるので

はないか」という質問があるかもしれない。

しかし GDMの場合，第 1時間目から絵と

英文をセットで書き写させていくので，それ

が当たり前と思うようになる O 巧拙はあって

も，絵を描くのをいやがる生徒はほとんどい

なかった。

それは，絵がシンプルな線画 (stickfi-

gure)であることとも関係している O シン

プルだが，二人が向かい合っていれば Iと

えさを撒いている。そこに鳥がやってくる O

やがて鳥は増える。最後 たくさんの鳥が来

るO これも 4コマ目の展開に意外性がある O

奥のベンチに座っている人物の表情も変化し

ている O

これらは，例外的によくできた作品ではな

い。巧拙はあるが， 1学年 4クラス(180名)

に描かせたほとんどの作品が4コマという制

約のなかで，それなりのストーリーを持つも

のになっていた。また， I， Y ou， He， She， lt， 

They， Weという人称代名詞， be動詞(is，

am， are)， hereとthereの使い方について，

絵と英文の結びつきが適切でないものは一つ

もなかった。

これらの作品に共通することは何か。

(1)書き手が面白がってストーリーを作っ

ているのが感じられる O 授業で習った

here， thereをどういう場面で使えるか

な， と面白がって考えて書いているのが

伝わってくる O

ヴ
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Youの関係，そうでなければ IとHe/Sheの

関係であるということを，第 1時間目から指

導した。絵を指導するというよりも，絵を描

かせることで，意味が正確にとらえられてい

るか， という指導をしたのである O

<作品5>

ー• 

• 、 .. 

<作品例 4， -' 5 >は 中学 l年の 1学期の

終わり頃，前置詞 in，onに続いて， off， take 

などを教えた後，家庭学習として書かれたも

のである O

• 

<作品例4> • 

• 

.‘ 

• 

このような作品を見ると 「投げるという

のは，ボールを握りしめて その手を上に振

りかざし勢いよく前に出してボールを押し

出すことなのだ」ということを改めて教わっ

ている気分になる O もし，この生徒が

rthrow =投げる」というふうに教わってい

たら，このような作品は生まれなかっただろ

うo r投げるjというくく りでとらえてしま

うと，それより細かく動作を見なくなってし

まうからだ。さらに 口の形の変化がこの人

物の状態をうまくあらわしている O 目は描か

れていないが， 2つ目では歯をくいしばって

いる O こんな描写のディテールが，読み手に

この人物の気持ちを想像させて，読んでいて

楽しい。

• 

• 司，

e 
e 

-一一• • 一一一 一一一
--"-一一一一一一一→一ー一一一一一一-一一 一ー一ー一一-
一一一一-一一・ー…町一一..-・四一ー…一-一一

• • • 
手を放したら風船が空に上がっていった，

という場面を， inとoffを使って表現してい

るO 生徒は haveもletもgoupも習ってい

ない。だから， The man has a ba1100n in his 

hand.という文は作れないし， He let it go 

up.という文も作れない。 しかし場面は見

方によっていろいろな切り取り方ができる O

この生徒は， inとoffを使って上のような自

分の作品を作った。

入門期の最初から 具体的なものや人の位

置，動きを描写させる O 感情をコトバにさせ

ようと焦るのではなく，その場面，状況を描

写させる，その基礎を作っていくのである O

念入りな描写ができるようになればなるほど，

。δ
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表現されたものは複雑で微妙な感情を読み手

に感じさせるものになる O

これは英語に限ったことではない。梅田卓

夫ほか (1968)は 次のように言っている O

描写とは，作者の抱いた気持ちを伝える

のではなく，その気持ちを起こさせられ

た状況そのものを再現し伝達するもの

であることがわかるだろう 。つまり，感

情は，作者ではなく，読者が用意するも

のであり，作者は読者に自分と同じ感情

を引き起こすために描写を与えるのであ

るO

く注〉

(1 ) 文部科学省「中学校学習指導要領」より

「第 9節外国語 Jhttp://www.mext. 

go.jp/b_menu/shuppan/sonota/990301 

/03122602/010比m

(2 ) 文科省検定済教科書 NewCrown En-

glish Series 1，三省堂， p.39 

(3 ) 文科省検定済教科書 NewCrown En-

glish Series 1 Teacher 's Manual，三省堂，

p.l10 

(4 ) 梅田卓夫ほか編『高校生のための文章読

本』付録「表現の扉」筑摩書房， 1986， p.77 

(中略)

そもそも人間の感情というものは，複雑

微妙である。感情を表す語は，その複雑

微妙な感情の全体を，代表的な一種類の

感情に置き換えるだけの，いわば便宜的

な表現でしかない。(4) 

(甲南高等学校・中学校教諭)

GDMと応用力

石井恵子

私たちの教える相手はいつも変化している O

今年の学年は昨年の学年とは違うし，同じ生

徒でも今週と先週とでは違う 。授業の最中で

さえ生徒はどんどん変わる。生徒の変化が大

きければ，教師はこれからやろうとするプラ

ンを修正しなくてはならない。例えばやる予

定だ、ったことをあきらめてシンプルな授業に

切り替えたりする O これがなかなかむずかし

い。よほどの応用力がいるのだ。相手を見て

相手にふさわしいやり方に応用していく力。

教室という場所は，日々教師が生徒から，

このような「応用力Jを育ててもらっている

場所ではないだろうか。こんなことを考える

のも，私自身これまでいろいろな形で生徒を

教えてきて，そのたびに生徒から「応用力」

をもらってきたからだ。そのいくつかをシェ

アしたい。

私が教えた最初の GDMの生徒は， 日本が

高度成長期に入り大阪万博で英語ブームの頃。

ークラス 30人の小学 5，6年生が，夕方 5時

から 50分，月水金の週3日ほとんど休むこ

となく通ってきた。私は大学出たての新米で，

GDMはサマーセミナーに初めて参加しただ

けで知識も経験もなかったO あったのは若さ

と情熱だけで， とにかく Teachers'Handbook 

と大阪 YMCAのワークシートを参考に，一

回授業が終わったらすぐに次の回のティーチ

ングプランを考えてワークシートを作るとい

Q
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う自転車操業だった。さぞかし未熟な授業

だったに違いない。

その頃，関西の月例会で中尾ハジメさん

(社会心理学)がトークをされたことがあっ

た。若くてアグレッシブな方でいきなり参加

者に，自分の生徒の様子を紙に書けと言われ

た。「楽しそう」とか「疲れ気味」という抽

象的な表現が多かった中，私の書いた 130

人のうち 1人の生徒が何度注意してもいつも

片足を持ち上げて靴の紐をいじっている」と

いう表現をとっかかりに， 1人にものを教え

たかったら相手をよく観察しろJという話を

された。以来そのことばは GDMと一対に

なって私の心に残っている。次回の授業の

ティーチングプランを作る際，前回の生徒の

観察をヒントとし，次回の授業ではさらにそ

の次の授業のために生徒を観察しておく，そ

のお陰で何とか GDM最初の年をしのいだよ

うに思う O

しばらく前のことだが 長らく社会生活が

しにくかった 30代の Aさんに 10回の個人

レッスンをしてもらえないかと依頼があったO

10回というのは一つのことをチャレンジし

て自信をつけるのにちょうどいい回数らし

かった。即，ヲ|き受けた。初めての日，真っ

白なコートに身を包んでAさんはとてもきれ

いだ、った。私に会うためにこんなにきれいに

してきてくれた，その気持ちを受け止めなく

ては， と思った。

初日の授業はこんなふうだ、った。まず初め

ましての挨拶代わりに， 1まちがってもいい，

まちがった方がいい 日本語は使わないでこ

こ(頭をさして)を使いましょう 。」などと

笑顔で説明する o Aさんはとても緊張して

いる。話はやめてすぐ1.Youをやった。最

初戸惑ったふうだったが すぐにこのへんて

こりんな授業での生徒の役割は，自分を指し

てIと言い，相手を指して Youと言うこと

だと理解してくれた。次に 10種類くらいの

写真で He/Sheを導入し Itからはまたライ

ブに戻る o TheyをやってからすぐItis 

here/there.と初心者セミナーで習う通りに

進めながら，ただしこちらは大人なのでどん

どんスピードをあげる o Aさんはだんだん

引き込まれて緊張がどんどん溶けていくのが

分かり，ああこれで 10固までやっていける，

とちょっとした感動だった。

5回目くらいで連絡なしの欠席の日があっ

て気を採んだが，その次の回は元気な姿で出

てきてくれて嬉しかった。EPl， 21のgive

あたりまで丁寧にやった。締めくくりに， A
さんにこれまで、の英語を使った簡単なストー

リーを作ってもらい，一緒に手を加え，私が

絵を添えて，小さな絵本を作った。そしてい

かにも最終回らしい授業が気持ちよく終わっ

た。

なぜこのレッスンが気持ちよく終われたか

を振り返ると，対人関係に不安があったにも

関わらず，初日から教師とのI， Youの信頼

関係が作れた，自分が体験して納得できたこ

とだけを言えばよかった， 自分の知らない英

語が出てこないのでストレスを感じなかった，

言えば言うほど自信と満足感が沸いた，など

GDMの利点が考えられるが，私が一番すご

いと思ったのは，一度休んでしまったけれど

また出てくる力が備わったことだ。GDMが

そうさせたとは言わないが もし GDMでな

かったら，ここまで深い心のつながりのある

授業はできなかったのではないか， と，思って

いる O

この時もらった経験が さらに新しい経験

をさせてくれた。それは突然記憶がこわれ，

医者から高次脳機能障害と診断されて中学を

休学中だった Bさんである。依頼された時

はほぼ一年を経過していて，多少の回復期に

あるということだ、った。しかし先週習ったこ

とを記憶できないというこの事実をどうした

らいいのか。
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私のできることは毎回 その前のことは

なかったこととして臨むことだった。千夏習の

時，絶対に相手の記憶を確かめるようなこと

はすまいと思った。そのためには，先週も来

たBさん，ではなくて，今この瞬間目の前に

いる今日の Bさんとあるがままに向かい合

う。目や顔の表情，声，立ち上がり方，服装

や持ち物などから， Bさんの勢いを感じなが

ら授業をする O 授業が終われば細かいことは

すぐ忘れてしまうので(私がである)，忘れ

ないうちに来週のプランをおおよそ書きとめ

ておき， 1週間たった次の授業の日の朝は，

予定通り進まない場合を想定して 2種類の

ワークシートを作成した。初めての GDMの

教案作りの頃と同じなのだ。

Bさんは回を重ねていくうちに，こちらが

指す Situationに対してゆっくりだがきちん

とSentenceが言えるようになってきた。そ

ればかりでなく自分から積極的に Situation

を探して Sentenceを言おうとした。

EPl， 12-13あたり These/Those と in/on

をやっていた日のことである O 気がつくと B

さんは私から視線をそらし窓の方をぼんやり

見ていた。ああ，注意がそれてしまった，ぼ

うっとしている，このへんで、止めた方がいい

のかなと迷っていると，いきなり「先生，電

線は英語で何ていうんですか?Jと日本語で

聞いてきた。注意のそれた先に，雀が数羽電

線にとまっていたのが目に入り，それを英語

で、言ってみようと考えていたのだ、った。そし

て最初から完壁な文ではなかったが，雀を指

さしながら Thoseare birds. They are on 

the wire. They are there.と言ったのだ。私

はハグしてあげたいくらい嬉しかった。それ

からたびたび習った Sentenceが使えそうな

Situationを自分から開拓することが楽しい

ようであった。

ライティングにも時間をかけた。時々 ，

ボードに絵とバラバラにした小さめの単語

カードを貼っておき カードを順番に並べて

絵に合う Sentenceを作るという作業をさせ

た。これは， 目を使い，手を使い，声に出し

て読み上げては何度も修正する適度にチャレ

ンジングな作業で，語順の定着に役だっただ

けでなく，できあがった時の達成感をそばで

見ている私もいっしょに味わえた。やがて春

が来て Bさんは 1学年下へ編入できること

になり，私の授業は 3ヶ月たったところで終

わった。

Bさんの場合何がよかったか。余分な「説

明のことば」が一切なくて，ただ目に見える

こととただ耳に聞こえることだけの世界，

SEN-SITの世界にゆっくりひたることがで

きた，それが一番よかったと思う O 頭が疲れ

ている時は， I説明のことば」はまるでノイ

ズのように頭を混乱させる O ことばを説明す

るためのことばは抽象的でとてもむずかしい

のだ。それに比べて SEN-SITの世界では，

Bさんの目と耳が脳の中へしっかり情報を送

り込んでくれたのだろう 。

Bさんへの授業から私が学んだことは，よ

く考えてみると何も特別なことではなく，私

たちがごく普通の授業で日頃心がけなければ

いけないことばかりだった。よく相手を観察

し，柔軟に対応していくこと。30人相手で

もl人相手でふ普通のクラスでも特別のク

ラスでふ基本は同じだということ。

GDMは教える相手を選ばない。GDMは

教師のもつ「応用力」次第で無限の可能性を

秘める O そんな教授法に出会えたことは私の

人生の最大の幸せの一つである。

(名古屋 YMCA講師)
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英語， GDM， BASIC English， Teaching，通訳，翻訳

藤直 美

学生時代，特に中学，高校では英作文が好

きではありませんでした。どうしてかという

と，単なる作業，練習に過ぎず自分自身とは

関係ない実態のないものだ、ったからです。教

科書に出てきた文型を使って英文を作る練習

とか，教科書の内容に準じた日本語の文章を

英語に書き換えるといったことだけで，全く

面白いと思えなかった。

英語がコミュニケーションの道具であると

いう実感をもったのは 松蔭短期大学の教科

教育法で片桐ユズルさんから GDMを教わっ

た時でした。何をしたかと言えば，前に出さ

れてユズルさんと向かい合わされ， じっとの

ぞき込まれて， GDMの最初の導入でやるI，

Y ou， He， She， 1 tがなんの説明もなく始まっ

たのです。私にとって一番強烈だ、ったのは，

、ee，sees" の導入でした。その時初めて

、ee" という言葉の意味が実感を持ってわか

り， rこれが英語なんだJrseeとはこういう

ことだ」と英語が生きた言葉であると，思った

のでしたO

それまでは単に丸暗記をしていただけで，

言葉の意味するところがわかっていなかった。

例えば「芝生に入るな=Keep off grassJ 

「立ち入り禁止=Keep outJと覚えていたけ

れど，どうして keepoffが芝生に入るなで，

keep outが立ち入り禁止なのかわからな

かった。つまり keep，off， outの意味がわか

らなかったのでした。それがGDMでin，on，

offを習い， make， let， keepを習ったとき初

めてその意味が実感でき 英語として生きた

言葉になったのです。

松蔭卒業後，大阪中央 YMCA英語学校の

小学生科で 1年間アシスタントをした後，

GDMで小学生を教え始めました。これは私

にとっていろんな意味でのチャレンジの場に

なりました。「小学生に英語を GDMで教え

る」ことは，よく故升川潔さんが言ってらし

た“Teachingis Learning."を常に実感する

ことになりましたO

その後YMCAで小学生，中学生を教えた

り， YMCAを辞めた後は大人の人たちにも

GDMで教えてきましたが小学生を含めて

大人の生徒たちも GDMのwritingは楽しん

でやっていました。それは， GDMの授業で

live situationから導入し 写真や絵を使って

練習をし，テキストを読んで，その後で

work sheetを使って writingをするのですが，

一連のプロセスとしてやってきたことが今度

は文字で発表するのですから，英作文が面白

くなかったのとは違うから 楽しんでやって

いたのでした。

生きた言葉としての英語，コミュニケー

ションの道具としての英語を GDMで教える

ことは生徒にとってだけでなく私にも大いな

るsenseof achievementをもたらしてくれ

ました。GDMで英語を学び，教えることが

なかったら私にとって英語は使える言葉，役

に立つ道具にはなっていなかったかもしれま

せん。

BASIC Englishを勉強することで，例えば

名古屋の GDM名古屋グループ勉強会では

BASIC作文を勉強してきましたが， 日本語

から英語を組み立てるのが面白いのです。

ひとつの語がrootsenseからどのように

広がりを持って使われているかを勉強すると，

それ自体が次々と発見につながか言葉の面

白さを実感するので， BASIC作文は想像力，

思考力をとっても刺激し 更に育ててくれる

のです。
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GDM News No.473のどこかでユズルさん

が byは「何か長いものの横にいる」感じと

コメントしたことが書いてありましたが，

BASIC作文のとき「テーブルの端に掴まっ

て」をどう訳すかが問題になったことがあり

ました。このテーブルは一体どういうテーブ

ルなのか， もし丸い円卓であればその端はど

う表現すればよいのか，長い折りたたみのよ

うな机であればどうか端は“atthe end of 

the table"でよいのだろうか，など色々意見

を言ったりして考えるととっても良い頭の運

動にもなりますが，答えがうまく出てこない

とフラストレーションにもなりますけどね。

でも室さんや小高さんの BASIC訳の答えを

見れば納得! 、tthe top of the table，，は，

小高さんに勉強会での疑問をぶつけたところ，

日本で上座，下座という時の上座にも当たる

と教えていただきました。

こうして GDM，BASIC Englishを勉強し

たことは，その後通訳や翻訳の仕事をするよ

うになったときにも大いに力となっていまし

た。初めての長期の通訳は 三菱自動車でア

メリカとの jointventureで製造することに

なった車の製造過程をアメリカからの研修生

たちへの研修通訳でしたが車の製造に関す

る専門用語も技術用語もほとんど知らない状

態で知何に通訳をこなすことが出来たかと

えば，製造現場，すなわち productionline 

での通訳であればそこに「もの」があるので，

その「モノ」を指して， This part， that part 

と名前がわからなくても言えるわけです。だ

いたい車を作るのは「もの」を puton， put 

in， put intoしたり， t泣ceoff ， take out， take 

fromすればassemble出来てしまいます。そ

の時この場合には installを使う，この場合

には assembleなんだ外して分解するには

disassembleなんだと覚えていきました。例

えば， wire harnessを束ねて(puttogether)， 

車のコンソールに収納する (putin)というよ

うに言っておいて 「束ねる」は“bind"

だったと思い出せば，次からは bindを使う

ようにします。

金城学院大学で翻訳演習を教えた授業の一

番初めには学生たちに BASICW ord Listの

いわゆる前置詞の in，on， off， at， to， from， 

over， under， by， above， before， after， around， 

about， across， againstなどをリストにして渡

しこれらの rootsenseを考えて，その例

文を書いてもらいました。これはとっても面

白いし，効果的です。学生がどの程度英語

(前置詞の意味)を理解しているかがわかり

ます。学生は結構英語には自信を持っていま

す。留学経験者の学生もたくさんいますが，

意外とはっきりと意味をわかっている学生は

少ないのです。とくに about，around， against， 

byなどの rootsenseを的確に表せる，例文

を書ける学生は少ないので ここで翻訳のポ

イントをうまく教えることができるわけです。

TOEIC700点以上をとっていると自負してい

る学生でも onJulyと平気で書いてきたりし

て，その間違いに気づいていないことさえあ

りますから， GDMで“in，on" をちょっと

導入してみせたりすると違いをよく分からせ

ることができます。

トライデント外国語専門学校で「文法」を

t.e.当したとき，テキストは Oxfordでしたが，

中学，高校でも英語文法は習って，それでも

良く解らずまたやらなきゃならないとうんざ

りしているであろう学生に英語で書いてある

Oxfordの説明をそのまましでも，さぞかし

つまらないであろうと思ったので，思い切っ

て導入を GDM的に livesituationを使って

やって見せましたO 例えば比較級では鉛筆

の長い，短いで long，shortを言わせて， も

う一本更に長い，あるいは短い鉛筆を見せて，

longer， shorterを導入したわけです。Oxford

のテキストにある項目の大体は GDM的に

live situationを使って導入できました。当然

今
、

υ
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のことながらトライデントの学生はこのよう

な教え方では習ったことがないので，驚き，

ピックリ仰天でしたが その初めての体験を

受け入れてくれました。そしてあんまりわ

かつてない学生たちの方がよりこの教え方を

楽しみ，いままでよくわからなかったけど，

先生のやり方でとてもよくわかったと効果を

認めてくれる感想もくれました。

豊田自動車海外カスタマーサービス技術部

で常任翻訳者として 8年間仕事をしましたが，

ときどき担当部署外の依頼で，部長が海外で

するスピーチの原稿を翻訳してくれと頼まれ

ました。日本人のスピーチというと. r本日

はお日柄も良くこのように盛大な..--" -----...--...記念

式典にお招きをいただきまして，大変光栄に

存じます。」のような決まり文句が長々と書

いであることが多いですが. "It is my great 

pleasure to be here with you."とできること

なら BASICwords だけで訳しておきたい

のです。凝った英文に訳してないと気に入ら

ないお方もいらっしゃる O

とにかく英語は「使える道具jとして働か

なくては意味がない。その意味で. GDMで

英語を習って，教えてきたことは私にとって

大いなる pleasureであり. treasureである O

(GDM英語教授法研究会会員，翻訳，通訳)

今日の東京，明日の大阪?

中 山滋 樹

今年は 2012年，東京都は石原都知事と

なって 4期・ 13年目となりました。また，

教育等についての発想が似ている橋下大阪市

長がマスコミを賑わせています。現都知事の

下で東京に何が起こったか 変わったかを現

場の視点でお伝えします。

学校の外部から象徴的に見えているのは，

「日の丸・君が代」問題でしょう 。ただ，こ

の問題を，愛国心の有無が焦点だと思ってい

ると，見えないことがあります。「日の丸・

君が代」の起立強制と並行して，ふたつの大

きな変化があります。ひとつは，職員会議の

挙手・採決の禁止， もうひとつは，教員の階

級制導入です。これらをセットとして考える

と，大きな流れが見えてきます。

元々，教員の世界は，校長・教頭の他には，

階級はありませんでした。ですから，職員会

議などで全員が情報を共有し，また活発に意

見交換する中で理解や意思も共有することが

できました。しかし 現在では挙手・採決は

禁止され，それに疑問を呈する校長は密告に

より都教委から“指導"が行われます。また，

都教委によれば，教員が職員会議で発言する

ようで、は運営が間違っていることになります。

したがって，あえて会議で発言する教員は，

“校長の学校経営に反抗的である"という理

由で低い評価をつけられることになります。

だいたいが，職員会議は単なる伝達の場とい

う位置づけになっていて 決まり事は校長・

副校長と，各校 3-5名の「主幹」という準

管理職を主とした少人数で作るように変えら

れました。主幹教諭の評価は校長がつけます

から，この場で校長の機嫌を損ねる発言はそ

う出てきませんしそういう発言をしないで

はいられない人は，主幹にならないというこ

とでもあります。(かつては「校長，教頭，

その他すべての教員」という 3段階でしたが，

今では「校長副校長，主幹教諭，主任教諭，

教諭」という 5段階になっています)

A
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“職員の会議"というより“職員への伝達

式"をという状況を目指しているわけですが，

それでも，その伝達内容がそれなりに整合性

があり理にかなったものなら，学校運営が滞

るわけではありません。 しかし残念ながら，

そのようにはいかないのが現実です。最終結

論として言い渡されるものの多くが不合理・

矛盾を抱えています。その原因には，都教委

からの要求を丸呑みした文面を作成するが，

それが実施可能かをシミュレーションできて

いないことが大きいでしょう o (現場の教員

が都教委の書類作成に追われて大変だという

ことは世間にもだいぶん知られてきたようで

す)それ以外の例を挙げると，例えば都教委

は「授業時間数を多く」と要求し校長はそ

れを最優先して，定期考査最終日の翌日に授

業・テスト返却という日程を出します。教員

経験のある人なら一様に「採点をする時間は

どこ?Jと首をひねることでしょう O この程

度の知能も失われる現実があります。

その結果，管理職候補の不足と，何も知らな

い人たちを大量に管理職にするという時代が

やってきました。学校全体のことを考えたり

経験したりしていないので，問題解決能力が

なく，ただ都教委のメッセンジャーという校

長が激増しています。

石原知事以前には，学校の日程など，生徒

全員に関わること・重要で複雑なことは，有

志ボランティアがやる習慣がありました。で

すから，自分たちで考え，努力したことが，

実際に形になり皆の役に立つ様子を見ること

ができました。それが勤労意欲にもなり，そ

ういう人たちの中からしばしば管理職になる

人が出ていたので 学校の様々な事情に通じ

ており問題解決能力もある校長も少なくはな

かったのです。

石原知事になってから，大きく状況が変わ

りました。都庁，都教委の意向に沿うことが

最重要になり，それは，現場の教員が考えた

ことは価値がないとされてしまうことでもあ

りました。つまり 現場教員が考えて作るこ

とは片っ端からできなくなりました。そのた

め，それまでに考えて作る有志だ、った人たち

は，めっきり管理職を目指さなくなりました。

今，東京都庁・教育委員会が都立高校に求

めているのは， r他人にどう見えるかjです。

役人その他の教育素人に学校がどう見えるか，

受けるかが，評価ポイントです。玄人なら内

容を求めるところですが，それは外部には見

えにくいものです。 したがって，素人にもわ

かりやすい，文字や数字で表せるようなこと

が並べられます。「学校の個性化Jr進学実

績Jr資格等外部基準の取得・合格数Jr入試

倍率」といったことが学校の目指すものであ

り，そのぶん，生徒個々のためという視点か

らは遠のいていきます。

このような視点の変化の結果，例えば予算

の使い方が変わりました。ひどいところでは，

公立学校なのに，学校の宣伝活動に大金をつ

ぎ込んでしまうのです。現場では部活動の

ボールを買いたいのに そのお金で，賛沢で

分厚い学校カラーパンフレットを大量に印刷

したり，玄関を植木で、飾ったりするのに使っ

てしまいます。しかし 職員会議を通さなく

ていいシステムに変えてしまったので途中の

ブレーキはかからず，教員は現物が届いたと

ころでび、っくりするという状態です。まさに，

食費を削って化粧につぎ込む“渋谷のコギヤ

ル"とそっくりです。

この状況下での授業は， どうなるとお考え

でしょうか。学校プロモーションなど，教育

活動以外が追加に追加を重ね，教員は教科の

勉強が滞るようになっています。そうなると，

既存のパターン以外のアイデアを勉強し取り

入れる機会は減るし 教員の階級化に基づく
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評価システムが怖くて失敗もしずらくなって

きて， もう安全策を採らざるを得ないという

のが，多くの人の率直な気持ちです。GDM

のようなハイ・リスクの代表(ハイ・リター

ンでもあるのですが!)は，居場所を一段と

確保しがたいというのが，現在の都立高校で

す。

これが， 日の丸・君が代をめぐる，思想信

条とは別の次元での実態です。大阪は，同じ

道を歩むことになるのでしょうか?

(東京都立武蔵丘高等学校教諭)

たなかさんとのであい

Japanese Through Picturesの楽屋

片桐ユズル

Englz"sh Through Pictures (以下 EPと略

す)は， とても良くできた本なので，それに

ならってフランス語 スペイン言苦， ドイツ語，

ヘブライ語，イタリア語，ロシア語が出てい

たO わたしが尊敬するアメリカの大詩人ケネ

ス・レクスロス (KennethRexroth， 

1905-82) は外国旅行するときは飛行機のな

かで ThroughPicturesの本で，その国の言

語に対してウオ一ミングアツフプ。をしておくの

だだ、と言つていた O 彼には

という詩もあるが， Japanese Through 

Picturesを出版社に売り込もうとして，通訳

の森田康代さんに EPを日本語に訳させたり

していた。 しかし言語学をかじったひとなら，

それほどかんたんにいくはずのないことはわ

かっている O

「われわれは母語によって引カ亙れた座標に

よって世界を分割する j とウォーフ

(Benjamin Lee Whorf， 1897・1941) はいった。

英語は世界を遠いか近いかで 2分割するが，

日本語はコソアの縄張りで 3分割する O その

縄張りの情報を伝えるためにベルトコンベ

ヤーへ乗せる際の手順は「象は鼻が長い」

だったりする。英語の場合だ、ったら， "1 will 

take my hat off the table，"すなわち actor-

action-goalの順番で，ここには“primitive

lucidity"がある， とリチャーズはいってい

たが，わたしなど日本語話者は，そうかし

ら?と疑いもあった。 もうひとつ『日本語

に主語はいらないj という議論もあり，

J apanese Through Picturesをつくるにあ

たって，これらの議論はさけて通れない。

日本語はあいまいだとか 論理的でないと

か， しばしばいわれているが，吉沢美穂さん

は日本語が平等でよいところは Mr.，Mrs.， 

Missなど区別しなくて すべて「ダレダレ

さ ん」 です ます こと がで きる o He， 

sheなど言語的には性による区別がない。こ

のように人称代名詞がないことと，コソアを

組み合わせることで， Japanese Through 

Picturesをはじめることができるのではない

か。

このひと /そのひと /あのひと

コソアをわからせるためには，だれの縄張

りであるかをはっきりさせなくてはならない。

というわけで，主語を出さなくてはならなく

戸
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なる O 日本語に主語は無いというのは言いす

ぎで，省略されることが多いと言ったらよい

だろう O 日本語は自分をさすことば，相手を

さすことばが数多くあることもしばしば話題

にあがるが， もっともかんたんに中立的な，

わたしあなた，に一定したらよいだろう O

そこで EPの“Iam here，"をなぞると

わたしはここです。

あなたはそこです。

First Steρs in Reading Englz"shでは，アル

ファベット 26文字のうちの 7文字， a， h， i， 

m，n，s，iだけで， This is a man. This is a 

hat. This is his hat.などのセンテンスカぎでき

る (p.l)0 それにならって，ひらがなも 48

字を丸暗記するのではなくて，いまのレッス

ンで習った単語だけを書けるようにして，そ

れを積み重ねたら いつのまにか 48字全部

が書けるようにしたらよい。

しかしこれでは同義語反復的で，状況を示

しにくい。それなら，場所ではなくて，名前

をつかったらどうだろう ?Be動詞の導入で

EPは存在をあらわす使い方から入り，

pointing-namingの言い方へと自然に移って

いくので，これがメタファーだとはだれも気

がつかない。 しかし StanishThrough 

Picturesはそうはならなくて，まず 1-2ペー

ジは“Yosoy un hombre. Usted es una 

mujer，"の pointing-namingからはじまり，

場所をあらわす“Y0 estoy aqui. U sted est 

aHi，"は 19-21ページまで待たなくてははな

らない。日本語もそうしたらよいのだ。

わたしは

あなたは

ですO

さんです。

この 2つの文には共通な字がいくつかある

ので， 10字だけを知っていればよい。ここ

にl文字「か」をたせば， Iたなか」という

名前が出てくる O そうだ教科書では「たな

かさんJに登場してもらおう 。11文字で日

本語文が読める!

わたしはたなかです。

あなたはたなかさんです。

わたしは口口口です。

あなたは口口口さんです。

教室現場では，生徒ひとりひとりに自分の

名前だけ書けるように個人指導する。次のス

テップは，

1時間目から，その外国語を使って自分の

名前をいえるとは なんとうれしいことか!

しかしコミュニカテイブのひとたちとは異な

り，わたしたちは自己紹介の文型的に不規則

なアイサツに深入りはしないで、，いま口頭で

言えるようになったことを その場で読み書

きできるようにする O

このひとはたなかさんです。

そのひとはたなかさんです。

あのひとはたなかさんです。

ここにはアルファベットでない日本文字の

表記という大変な壁がひかえているが，ここ

でもリチャーズの段階づけが役に立つO

「こ・そ・と・の・ひJの 5文字をたす

ことになる o Iあのひと」の「あJは「あな

たJで学習ずみだ。かなを学ぶことによって，

母音比重度が極端に高い日本語の感じがつか

みやすくなる O ひらがなにみちびかれて，お

しえるべき内容語もきまってくる o Iこれは

かさです。あれはたなです。」場所をいうた

めの「あります」にひきずられて， Iりんご」

円
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や「たまご」が登場する o rご」は既習の

「こJに濁点だ。「かご」や「はこ」があると，

物品を出し入れして場所をあらわすのに便利

に使えることが予想される。物品の移動につ

いては， どうしてもテーブルが必要になって

くる o EP最大の山場のひとつは 14-16ペー

ジの“Hewill take his hat off the table"で

ある O 古来からの「つくえ」という日本語も

あるが，わざと「テーブル」というカタカナ

語にした。日本はシルクロード，中国，韓国

からの影響を受けた雑種文化であり， 日本語

はそれを貧欲に受け入れてきた。同様な態度

で明治以後は西洋文明を急速に取り入れ，カ

タカナ語は嫌応なしに日本語である O それを

感じてほしいので，わざと，テーブル， ドア，

カード，テープ，コップ，スプーンなどを登

場させた。

漢字は，ひらがな 48字をほとんど学び終

えたころに出すことにした aはじめてのに

ほんごj48ページ)。はじめは字画の少ない

絵文字的なもの， 目，耳，口，手，木，山，

川など，から入り， 1文字に対する発音が複

数あっても，土居光知の基礎日本語の考えに

したがい，まずは一つだけにしぼっておいた。

Through Pictures Seriesの流れに乗って

いるかぎり，どうしても避けて通れないのは，

“He will take his hat off the table，"のパ

ターンだ。日本語は語順は英語ほど厳密では

ないから， rたなかさんはりんごをたなから

とります」でもよいし 「たなかさんはたな

からりんごをとります」の両方の可能性があ

るが，初心者のためには一定にしておきたい

ものだ。あなたはどちらにしますか?

1987年にアンティオク大学で日本語をお

しえる時点で，わたしはたなからりんごをと

ることにしたO 日本語はどうしてもまず環境

を見極めてから行動に移る傾向があると，わ

たしは思って， rはじめてのにほんご』では

場所を先にすることにしたo 2008年に出た

月本洋『日本人の脳に主語はいらない』には

「日本語の基本は場所の論理である」と書い

である。

日本語を面白くしている「象は鼻が長いj

をおしえるめどがついたら教科書をつくろう

とわたしは，思っていた。するとそれへの伏線

として「かおには目がふたつと，はながひと

つと，口があります。手にはゆびがいつつあ

ります」を思いついた aはじめてのにほん

ごj49ページ)。ここへ来るまでじっは助詞

の「ガ」を使わずに「ハJだけで，がんばっ

てきたことも「象は鼻が長いJへの根回しで

あった。気がついてみると月本さんは「象を

場所と見立てている」と説明している O

日本語を使いこなすということは西洋人に

とっては「美しいが，変な自動車を運転する

ようなもので，ハンドルが天井にあったり，

ペダルが 12もあるが，速度計も，右折左折

の信号もない。これを車庫から出して走らせ

るのは，なんとかっこういいことであるか」

といわれてもいる。 -Japan: The Catalog 01 

Everything Japanese (New York: Quill， 1984) 

Emilio Aquinaldo Lanir，“The J apanese 
Language -More Powerful Than the Atomic 

Bomb?"は1950年にGeneralSemantics Bulletin 

に投稿された論文で その頃の一般意味論関

係者をさわがせたが，ついに発表されないま

まに終わった。ラニーアは日本語の非アリス

トテレス的あいまいさを評価し，地図は現地

ではないという一般意味論の趣旨にそってい

ることに驚いたのであった。

敬語とか，数え方のややこしさは， しろう

との目につきやすいが どちらかといえば表

層的な海面の波である O わたしたちはもっと

深いところの太平洋プレートの構造を気にし

たい。そこでは「ボクハウナギダJの文法が

発生し世界中の言語のなかでも極端に母音

優位なポリネシア語・日本語話者から見ると，

インド・ヨーロッパ語話者とは非常に異なっ
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た世界が見えているのではなかろうか?母

音優位言語が主語を強要しないことと似たよ

うな関係が， リーダーシップの不在として，

すでに 1928年に文化人類学ではマーガレツ

ト・ミード『サモアの思春期』で描かれてい

るO 最近知られるようになってきたホオポノ

ポノも神秘主義としては珍しくインド・ヨー

ロッパ系ではなく ハワイの伝統である O

(京都精華大学名誉教授)
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BasicEnglishをモデルとした英語以外の外国語の簡略化とその可

ーラテン系言語スペイン語の場合一

O.はじめに

本会 rGDM英語教授法研究会/ 日本ベー

シック・イングリッシュ協会」の規約の lつ

に「諸言語の研究」がある(第 3条および第

後藤寛

4条 2項)が，英語 (English) という言語

研究で英語のみに注目していても意外にその

真の姿は浮き彫りにされにくく豊かさも実感

しにくい。英語以外の西洋語の専攻者は同時
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に英語も心得ているのが実情である O そこで

本 稿 で は 英 語 言 語 の 奥 義 で あ る

BasicEnghshをモデルになお基礎研究レベ

ルではあるが英語以外の西洋語としてラテン

系言語スペイン語の簡略化の可能性について

考えてみることとする O 基礎研究と実験を経

てそのプロートタイプ(原型試作品)として

のモデル開発から実用化にまでもっていけな

いものか?である。野心的な試みであるがこ

れ は 英 / 西の対照研究からさらに

BasicEnglishの新たな側面を追うことでも

ある O

筆者のスペイン語との最初の出会いは学生

時代であるがBasicEnglishとの関連から EP

(English through Pictures by I.A.Richards 

& C.M.Gibson) は 1960(昭和 30)年代半ば

過ぎから注目していたが，その後これのスペ

イン語版 SP(Spanish through Pictures by 

I.A.Richards， R.M.Romero & C.M.Gibson) と

対照することで何かと思索してきたのでSP
への注目も長年に渡った。筆者が最も手早く

そして最も効果的にスペイン語の習得を実感

したのは聖書の英 (BasicEnglish)/西の対

照読みと，アメリカのノーベル文学賞作家

E. Hemingway (1899-1961)の美辞麗句(修

飾語句)を徹底的に排除し簡潔・簡素化し逆

に ま る で 客 観 的 叙 述 に よ る 状 況 <BE-

WITH>のみを驚くほど細かく綴密に描写す

ることで読み手の感情を高揚させ意味的にも

常にある種の象徴性を含ませる巧みな味のあ

る文体のいくつもの小説を 英文原書とその

西文翻訳本で一言一句綿密に対比・対照しつ

つ英西同時並行読みの研究手法を採ったこと

などによると思っている O 反復リーデイング

でおのずとそのスピードにも徐々に加速度の

つくこの手法は相乗効果が実感できるととも

に常に新たな発見があり今もこれをつづけ何

かと思索しているが 20年ほど前には日本

ベーシック・イングリッシュ協会の BASIC

ENGLISH NEWSでスペイン語の簡易化の

可能性を考える趣旨のものを連載したことが

あったし 10年ほど前にも似た趣旨で連載

したことがあった。さらに近くは 2年ほど前

にやはり連載で、扱ってみた。「簡易・簡略・

基礎スペイン語」なるものを便宜上 Espαω

(Espanol SimplがcadoραraTodos = Spanish 

Made Simple for Everyone) と命名してみ

たのもすでに何年も前のことであるが，本稿

ではその後の研究を踏まえこの仮称 Espato

(スペイン語で espatoは蛍石や方解石のよう

な「透明度のある輝く石Jのことでそれとも

掛けたもの)のモデル化についてその基本枠

を整理し説くこととなる O

1950年代半ばに人文・社会学系の科学全

体の見直しにもつながったアメリカの

N.Chomskyの言語理論を契機に言語からの

人間科学の研究として英語学のみならずスペ

イン語学の研究も著しい進展を見せてきた。

近年， 日本のスペイン語学界でもその素晴ら

しい研究業績には目を見張る O 本稿の趣旨の

ようなものはできれば専門のスペイン語学の

研究者からも示唆を仰ぎたいが，やはり

BasicEnglishの方法は参考となるものと考

えている。簡略化したスペイン語文にはイン

フォーマントとしてネイテイブスピーカーの

校閲も必要となろうが その適否は筆者個人

レベルでも基本的には判断できると考えては

いるo BasicEnglishとともに，いわゆる例

外規則がただの 1つもなく 100%完全な規則

性 に基づ く 人工言 語 エスペ ラ ント

(Esperanto) の方法も何かと示唆に富むが

今回これに関しては立ち入ることはしない。

ただしそれなりに視野に入れていることは付

け加えておきたい。

1 .基礎概念語の選定と統語法上の整

スペイン語簡略化の構想のためには基礎概

念語の選定とともに文整序法上の問題点の整
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備が必要であるが，まずここではスペイン語

を簡易・簡略・簡素化した形態の新言語をや

は り便宜上，仮称 Espa初 (Espanol

Simρlificαdo担raTodos = Spanish Made 

Simp1e for Everyone) としその構想、上での 7

つの大綱案を下記1)①~⑦に提示しておく

こととする(すでに触れたが espatoはスペ

イン語で「透明で光り輝く宝石」の意味ニュ

アンスをもっ語である)。①~⑤は統語，⑥

は音韻， ⑦はその他に関する構想、案(試案)

である O

1)①BasicEnglishとは逆に Espαω 〔発音は/

espato/) (espan01-espato) では動詞に

比重を置き，動詞 v.名詞 N.形容詞

Aの相互変換が語根からの「接辞変化」

により容易に推測可能となることを基本

に，BasicEnglish 850語を参考にしつつ

真の基礎概念語を 3桁の数以内で抽出す

る(目下の試案は 980語である)。多く

の派生語を導き出す接辞(接頭辞・接尾

辞) (afijo)の選定も特別に考える O そ

の他に予備の+α語葉として BasicEnglおh

にならい国際語葉 (Palabras

intemacionales) など別枠で選定する。

②a)主格人称代名詞 2人称複数形の

vosotros， -tras (= you all) はアメリカ

のスペイン語圏 (Hispanoamerica) で

一般的な 3人称複数形の ustedesで代用

する。なお，単数形はスペイン本国の

t白(=you) を用いアメリカ大陸の一部

地域で用いられる vosは用いない。また，

直接目的格代名詞のうちスペイン北・中

部で一般的な 3人称男性の人間の場合で

の1e，1esは用いずそれぞれ 10，10sとす

るO

b)現在完了形は用いずアメリカのスペ

イン語圏で一般的な<ya (= before 

now) +過去形>や<llevar (= to 

keep) +現在分詞/完了分詞>などで

代用する O 適宜，副詞(句)を活用する O

③叙法 (Modo) としての心的態度で主観

的意思表示の叙想法〔接続法〕

(Subjuntivo) は極力避け一般性・中立

性のある不定法 (Infinitivo)で代用する

など叙実法〔直説法) (Indicativo) を用

いる統語法上のいくつかの手法を考える O

叙想法動詞を用いる場合には命令形以外

は斜体字とする(またはその語の右肩に

・印を付す)。また 叙想法過去形では

-se形は用いず -ra形とする O なお，叙

想法未来形は用いず現在形で代用する O

④統語的要素として重要な空間不変化詞

(Particu1a espacial)の特に de(= 

from/oflout ofloff) ， a (= to)， con (= 

with) ， en (= in)， por (= through) な

どを有効に活用し'慣用的自然さより意味

的自然さを基準にしばしば分析的表現手

法をとる O

⑤動詞 Vの3分類 -ar，-er，ーirのうち派

生語も容易に類推しやすいよう大部分を

-ar動詞とし， -er，セはできうる限り排

除する O

⑥文字 ce，Ci，Zの音はスペイン南部やア

メリカのスペイン語圏で一般的な歯茎摩

擦音 /s/とし (sesear)，舌歯摩擦音 /8

/は用いないこととする O

⑦その他，スペイン語そのものに備わって

いる基本的な特質は遵守しそれに従う 。

以上まずは大綱案で，さらに統語上の<規

則>も必要となるが，これら①~⑦を基本的

な柱とし以下スペイン語の簡略化の問題を考

える O 手始めに文中の語が次々と連続的に 1

語ずつ決定されていく語整序法を簡素に見る

ため次の 2a)に西文の場合 2b)にそれに対

応する英文 (BasicEnglish)の場合を示す。

2a)西:

A... 

A包笠…

可

E
i

n
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A Juan le... 語も，連続する 2語が慣用的な連鎖であると

A Juan le型 sta... いう感覚から来るものと言えよう O この 2語

A J uan le gusta旦旦也… の結合と配列の慣用的感覚こそがその言語が

A J uan le gusta mucho la... 真に使えることと結びつく 。この感覚はたと

A J uan le gusta mucho la旦盤主豆… えば英文の校正などをしているとき連続する

A J uan le gusta mucho la m白sica 2語の慣用性が無意識に働くことを必ず体験

latinoamericana. するが いわばそういうものと言えよう O

2b) BE: 2a). 2b)とも始発語から文末へと 2語ずつ

John... A Bと順次追ったが逆方向BAで見たらどう

John is... 

John is主笠芝…

J ohn is very much… 

John is very much interested… 

J ohn is very much interested担…

John is very much interested in 

Latin... 

John is very much interested in Latin 

か?それを次の2c)で英語 (BasicEnglish)の

場合で確認してみる O

2c) BE: 

muslc. 

すなわち西/英とも連続する下線の語がそ

の前の語との関わりで次々と 1つだけ決定さ

れ文となっていく O 文は 1語ずつが連続的に

整然と決まっていくのであり，いわば自然数

なら ilJの次は必ず i2Jでありその順列は

決まっているということである O こういう語

の整序法は多分に構造言語学 (Structural

linguistics)的な見方であるが無限の文の生

成法に関わる本質的側面であるはずで，連続

する 2語A. Bがその言語の語順と整序法上

から AB (BAではなく)としてただ 1つだ

けが許容されるという感覚こそが無限の文が

実はすべて慣用的な固定表現で有限のものと

も感じられるのではなかろうか。換言すれば

すべての連続する 2語A. B は前の語Aに対

してBは慣用的な連鎖であると同時に固定表

現としてそれが話者と聴者，書き手と読み手

に共有される知識であるとき，またそのとき

のみ両者間に本来的理解が成立するというこ

とになろう O ネイテイブの口から敏速性と張

りのある響きの音声となって次々と表出する

...muslc. 

…Latin music. 

…in Latin music. 

…interested in Latin music. 

...much interested in Latin music. 

…主主主主 much interested in Latin 

muslc. 

…is very much interested in Latin 

日lUSlC.

色h旦isvery much interested in Latin 

百lUSIC.

2b). 2c)の英文 (BE) はEいに鏡像

(Mirror image) の関係となるがこれは 2a)

の西文の場合にも言える。2a). 2b)の文 A

Juan le gusta mucho la musica 

latinoamericana. I J ohn is very much 

interested in Latin music.の生成過程は始発

語から追う ABよりも BAへと逆方向に文末

まで、追ってみたほうがAB連鎖がより実感で

きる。筆者は 2c)のようなものを英文の逆さ

読み (Reversereading. 略して RevreI 

revri: 1)と名付けている O 西文であれば西

文逆さ読み (Revrein Spanish)である O 外

国語習得におけるいわゆるリピート訓練では

文を超えた段落レベルでこの逆方向からの逆

さ読みによる BA式リビートが意外に効果的

である O これら①ABと②BAの連鎖はAB

。Ln
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C …の連鎖結合とも平行し本質的にそれ

ぞれその意味限定型は次の階層図式で提示で

きょう O

①A B C … 

スペイン語も連続する 2語の連鎖としての

語整序法の習得が基本であろう。いわゆる

DM (Direct method) でこれを教授するの

はやはりネイテイブ並みのスペイン語力も必

要で特にノン・ネイテイブには DMは容易

ではなかろうが，その教本(自修本)として

Richards.I.A.， Romero，R. & Gibson，C. (1950， 

1962) のSρanishthrough Pictures (SP) は

資料としてきわめて優れたものを提示したこ

とは確かである。ただし叙法 (Mode) とし

ては叙実法(西:Indicativo) のレベルの資

料でありスペイン語などに特徴的な叙想法

(西:Subjuntivo) は扱わないがゆえこの言

語の全体像はなお不透明となっているのも

実であるしあらゆる事柄の表現を可能にす

るためにはここで提示される約 800語以外に

付け加えや差し替えも当然必要となろう 。こ

こで SPBk 11 (Wo幼book) より一例を提示

する(下線は筆者)。

3a)西:

Barbara笠並包旦 suhermano J uan. 

Todos型主堕旦 mucho旦Juan， porque es 

un muchacho bueno. No QlHeren a 

Barbara porque ella h主主豆 todo10 

contrario坐 l旦盟主 ellosle出旦旦・

[Richards，I.A.， Romero，R.M. & 

Gibson，C. (1962) A Second Workbook 01 

Spanish (For use with Spanish through 

Pictures， Bk 11.)) [p.349) 

この西文の意味を BasicEnglishに変換し

て示してみれば次の 3b)のようなものとなろう O

3b) BE : 

Barbara is with her brother J ohn. 

Everybody has a warm feeling for J ohn， 

because he is a good boy. But they are 

unable to go on well with Barbara 

because she is the very opposite. She 

does not do what they say she has to 

do. 

上の西文 3a)は確かに基本的なもので語蒙，

表現法とも仮称Esμω の範囲内のものと考

えてよかろう O この仮称Espαω ではすでに

触れたように語葉数に関しては 3桁の上限

999語までで収めたいが，BasicEnglz"shとは

異なり動詞を多めに採り入れるとスペイン語

は簡素化されるはずで目下は動詞 Vを200

語，名詞 Nを500語，形容詞 Aを 150語，

そして不変化詞 Pを 130語の合計 980語が

試案である。3a)の叙法M はすべて叙実法で

それも現在形による平易な文例であるが，ほ

んのこの文にもスペイン語の基本はいくつか

盛り込まれている O 下線を付した空間不変化

詞 (Particulaespacial) で状態を意味する

con (= with) ，特定な人を指す場合の a(= 

to) ，また関連性を示す de(= from/ ofl out 

ofloff)が浮上しているが上の1④)に記した

とおり西文整序法上で重要な働きをする。動

詞 Vとしては estar(= to be)， querer (= 

to have love for) ， ser (= to be)， hacer (= 

to do)， decir (= to say) という基本的なも

の5語がそれぞれその活用変化形で用いられ

ている〔なお，英語の beに相当する

estar， ser以外にスペイン語にはもう lつ

haber (= to have/to be) から来る hay

(<there + be) もある〕。間接目的格人称代

名詞の le(= to her)，また中性冠詞の 10，

さらにこの 10と接続詞 queの結合した関係

詞 10que (= what) も文構成法上での要

(かなめ)となると同時にいずれも仮称

Es仰 toとしてスペイン語簡略化上も機能語

(句)として重宝だと考える。

次の例をスペイン語の重要なポイントを

②A B C … 

っ、
υ

円
台
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次々と巧みに提示する康康 (2006) より借用

する(下線，破線は筆者)。

4a)西:

Pedro: En verano盟旦笠 aJapon. 

Elena: ~Si? iA Japon! ~Vais a Tokio? 

Pedro: Si. Vamos a Tokio y a Kioto 

tambier1. (p.l5] 

これの BasicEnglishへの変換文を次に 4b)

として加えておく O

4b) BE : 

Pedro: In summer we are going to 

Japan. 

Elena: Are you? To J apan! Are you 

going to Tokyo? 

Pedro: Yes. We are going to Tokyo and 

to Kyoto as well. 

虞 康 ( 向 上 ) は 文 と し て は Yovoy a 

Espana. (= 1 am going to Sp出n.) を振り出

しにスペイン語の世界へ招待する手法を採る

が ， 事 象 的 に は ま ず 移 動 事 象 (Motion

event) に注目する点でもユニークな導入法

できわめて優れている o 4a) の下線の動詞

Vでir(= to go)が l人称複数形vamosと

して用いられているが 2人称複数形に呼応

する波線の vasは仮称Eゅαω では排除しア

メリカのスペイン語圏で用いられる 3人称複

数形 ustedesに呼応する vanとする〔上記

1)②参照〕。最後の下線語 tambien(= in 

addition)はスペイン語では有益な語で仮称

Esραω でも採用すればよかろう (tambien

はSPでも導入されている)。

さらに次の例をヘスス/粕谷 (2010)から

引き合いに出してみる(下線は筆者)。

5a)西:

En un lugar de La Mancha vivia un 

viejo hidalgo de costumbres muy 

peculiares. H亘民主国旦 abandonando

todas sus sanas aficiones， el ejercicio de 

la caza y h9-sta el cuidado de su 

hacienda. En cambio， dedicaba la mayor 

parte del dia y largas horas de la noche 

亘詮笠 librosde caballerias. (p.lO] 

この西文の BasicEnglishへの変換を試み

てみたものが次の 5b)である O

5b) BE : 

In a certain place of La Mancha there 

was a noted old man who was having a 

very special way of living. He was now 

becoming less and less interested in his 

healthy amusement of going after birds and 

animals for his meals and even of taking 

care of his farm. For a change， he was 

giving his time day and night to reading 

books about armed men going on horseback. 

西文の 5a)はセルバンテス (Miguelde 

Cervantes)による騎士道物語『ドン・キ

ホーテ (DonQuijote)，]の有名な冒頭書き出

し部分で原典からの書き換え文であるが，す

でに示唆したようにこの文の 2語ずつの結合

を読んで解からなければ聴いても解からない

はずである O そもそも外国語は「読んで理解

できないものは聴いても理解できない」ので

ある O 読めても聴けるとは限らないことも問

題ではあるにせよ少なくとも読めなければ聴

けない。しかもかなり迅速に読めなければ到

底聴けない。速く読むことは速く考えること

であり，読んでかろうじて理解できる内容の

文は聴いてはもっと理解できない。リーデイ

ングの重要性はここにある O 一般に日本人教

授者による安易な会話中心の教授法ではその

外国語全体の力はっきにくい。基本的で良質

の西文をひたすら唱えるリーデイング (読

諦)を通してその真の力も培われる。黙読も

反復で徐々に加速度がつきネイテイブ並みに

速く読めるようにもなる O 外国語は絶えず志

を有し，みずから修める(自修する)部分が

大きい。

「黙読Jに関し少し触れておくが筆者独自
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の発見による黙読の一方法に，多分に心理的

な「現実に聞こえてくる 聴いているかのよ

うに読む」ものを示唆しておきたい。いわば

「第三の耳」を用いる黙読方法でこれを仮聴

黙読 (Silentreading through imaginary 

hearing / listening) と筆者は命名している

が大いに有効なものと考えている O ハリウッ

ドスターでも誰でもよい自分の好みの人物の

声を幻想・仮想イメージ化し黙読するのであ

る。楽しみも倍増する O 筆者の場合しばしば

このイメージ化を試みる 1人はアメリカ西部

ユタ州生まれでかつて在日米大使館の通訳官

であった西山千 (SenNishiyama)氏である O

氏は顔が日本人で英語の声がまさにアメリカ

人であった。この第三の耳による仮聴黙読

(擬似幻聴読み)については今回本稿のテー

マと直接的には関わらないのでこれ以上触れ

ることはしない。

5a)の西文中で下線の語のうち vivia，

habia， dedicabaはそれぞれ vivir(= to 

make a living)， hay (= there + be 

(<haber = to have/to be) J， dedicar (= to 

give oneself)の不完了過去形(線過去形)

でスペイン語に特有な過去形の lつであり，

アスペクト(相)的に事の完結性を意識せず

線的にそれを状況・状態として描写するこの

ような物語風の文中に頻出する。これととも

にスペイン語には事の完結性を意識しそれを

点的にとらえるもう lつの過去形として完了

過去形 (点過去形)があるが，これら両者は

数理的な微積分の概念と結びつくと筆者は考

える O 点過去が微分法 線過去が積分法と結

びつくと考えるのであるが このあたりは上

の3a)で確認した英語の tobeに相当するス

ペイン語の動詞 Vの estarとserとも平行す

るO 前者を分析的な微分法後者を総合的な

積分法の概念から説明できょう O さらに前者

が一時的変化の結果による状態として<変

性>で<定性> 後者が<不変性>で<定

性>としても説明できる (hay(<haber = to 
have) は<不変性>で<不定性>となろう〕。

さらにこれと関連するが 5a)の habiaido 

abandonando (=lt. (he) had gone 

αbandoning = (he) had been abandoning = 

(he) had been giving upJの基底にはスペイ

ン語における進行形の lつに ir(= to go) + 

現在分詞 (-ando/-iendo)がありコトの<変

化の進展性・移行性>を意味する O これは動

詞 Vそのものの本質的側面を示唆するもの

に思える。そもそも言語における動調 Vと

は増減対象項 (Incremental/Decremental

theme)で徐々にその量が増加または減少す

るわけで，これまた増減関数としての微積分

の概念と平行すると考えられる O この例の場

合では aficion(= amusement) の量が減少

(それの失われる量が増加)したわけである O

ir (= to go)， comer (= to have a 

meal) ， beber (= to have a drink)， decir 

(= to say) ， etc.はそれぞれ距離，食べ物，

飲み物，言説に関わるその消費量の増減をい

うのであり，基本的にすべての Vは増減対

象項と言える。事象的にはそれが「徐々に実

現されていく」状況である。このような考え

方に立てばスペイン語に頻出する他動詞を自

動詞化する再帰動詞(他動詞 Vt+ -se) の

-se (= away) も，対象を限りなく o(ゼロ)

に近づけるという増減対象項の象徴的な指標

でもあり，やはり微積分の概念を適用して説

明できることになる o 最後の下線部 aleer 

(= for reading) の a(= to) は意味的相関

から前の dedicabaと連鎖する O なお語棄の

面からはこの文例中には仮称Esραtoから排

除できるものがいくつもある o hidalgo， 

costumbre， peculiar， abandonar， aficion， 

ejercicio， caza， hacienda， dedicar， caballeria 

はいずれも排除できょう O たとえばhidalgo

「郷土」は元来は hijo(= son) + algo (= 

something)の <hijode algo>から来ている O
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これらの語の基礎概念性を一々検証していく

ことは紙面の都合上割愛するがもう 1つだけ

hacienda r農場Jr財産」について触れてお

けばこの語はスペイン語で重要に見えても

「農場jはgranja(=白rm)でよかろうし，

「財産」の意味でも BasicEnglishを参考とす

ればpropiedad(= property)がより基本的

に思える O さらにこの「財産」の意味では簡

素な語 bien(= good) の複数形名詞 bienes

(= goods) でも代用できる O 叙法 M上は

5a) もすべて叙実法である。

もう lつヘスス/粕谷 (2010)から借用す

るO 騎士道物語に感化され各地を遍歴する旅

に出たドン・キホーテは行く先々で向こう見

ずで奇想天外な冒険的行動をくり返すが最後

には改心し，改名し，羊飼いとして牧歌的で

安らかな生活を送ろうと心に決める O 従士サ

ンチョにそれを語る下りである(下線は筆

者)。

6a)西:

Cuando 11egaron a un prado， Don 

Quijote hab1o:“Mira， Sancho， esta 

hermosa pradera. Si nos hacemos 

pastores， podremos gozar de estos 

bellos 1ugares. Comprare ovejas y todo 

10 necesario para e1 oficio pastril. Y 0 me 

llamare‘pastor Quijotiz' y t白‘pastor

Pancino¥y andaremos por montes， 

se1vas y prados; cantando aqui y 

tocando 1a flauta alli. Las encinas nos 

daran su fruto， 10s sauces su sombra， 

1as rosas su aroma..." (p.l34J 

この西文の意味をまたも BasicEnglishの

フィルターに通してみると次の 6b)のような

ものとなろう O

6b) BE : 

When they got to the countryside， 

Don Quijote said: "Have a 100k， Sancho， 

over the beautifu1 fie1d. If we become 

sheepkeepers， we will be ab1e to see 

p1aces 1ike this. 1 will get sheep and al1 

the necessary things for sheepkeeping 

at the marketp1ace. We will be 

sheepkeepers， and my name will be 

'Quijotiz' and yours will be 'Pacino'， and 

we will go on wa1king through 

mountains. woods and stretches of 1and 

100king for p1aces for farming and 

anima1 care; we will be giving songs 

here and p1aying music instruments 

there. The trees will give us fruits and 

shades. and the roses will send off 

sweet smells..." (rose : Verse word) 

上の西文 6a)中の下線の動詞 Vで llegaron

(<llegar = to get to) とhab1o(<hab1ar = 

to say)の2語が完了過去形(点過去形)で

ある O また未来形で podremos(<poder = to 
be ab1e to)， comprare (<comprar = to get 

in exchange for money)， me llamare 

(<llamarse = to be named)， andaremos 

(<andar = to have a wa1k) ， daran (<dar = 
to give) の5語が出ている。 この未来形の

語のうち mellamareは再帰動詞で， nos 

hacemos (<hacerse = to become) も現在形

の再帰動詞である O さらに現在分詞形として

cantando (<cantar = to give a song)と

tocando (<toc紅=to make music)の 2語

が用いられている。語棄の面では「牧草地」

を意味する文中の prado，pradera， se1vaは

基礎語の観点からは排除でき campoでも代

用できょう O また oficiopastril r放牧の仕

事Jは本来的な言い方ではなく，より基本的

で根源的な trabajo(= work) ， hierba (= 

grass)， animal (= animal) など文脈に応じ

て分析的に表現は可能となろう O さらに文中

の encinar樫J，sauce r柳」などはどちら

も arbo1de ese nombre (= tree of that 

name)であり基礎語からは排除できる O い

戸
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2.叙実法(西:Modo indicativo) vs叙

想、法(西:Modo subjuntivo) :心的

モードと語集制限による西文整序法

多くの日本人スペイン語学習者がその概念

を十分把握しきれないのが叙想法〔接続法〕

(Modo subjuntivo)である O それゆえ入門/

初級レベルから脱せられず中級を超えさらに

上級レベルのスペイン語に参入できないのが

実情である O この叙想法の世界が理解できな

い限りはやはりスペイン語は見えてはこなく

その醍醐味も味わえない。そのようにスペイ

ン語はできている。逆にこれが呑み込め実感

できるようになると表現力が一気に飛躍し出

口が見えてくることになるはずである O われ

われのほんとうの関心はスペイン語もその入

り口ではなく出口である O まず筆者が考える

客観的事実表示の叙実法と主観的意思表示の

叙想法の世界を図解により下に示してみる O

すなわちゼロ (0) を基点にプラス(+)

とマイナス(-)がそれぞれ現実的世界と仮

想の非現実的世界で，前者が客観的叙実法の

世界であり後者が主観的叙想法の世界という

ことになるが2つの世界への心の参入を移動

象のベクトル解析的な <EN>，<DE> (ま

たは DESDE)，<A>，および思考モード的

な <<NO CIERTO>>， <<CIERTO>> の5手重のj采

層意義素 (Deepmorphemes)で示してみた

ものである(英語表記ではそれぞれ

<A T>， <FROM (OFF)>， <TO>， <<NOT 

CERTAIN>>， <<CERTAIN>>が対応する)。

<EN>は中立なゼロ移動(静止状態)， 

<DE/DESDE>が移動の起点(始点)， <A> 

が移動の着点(終点)である O 叙法 M も現

実と非現実の境界線 <EN>を基点とした

<DE/DESDE>→ <A>の心的態度で語用論

(Pragmatics)的にも実際の言語活動・言語

行為 (Speechact)では頻繁に顕現する心の

揺れであり，前節で触れた論旨との関わりか

らはその<不変性>と<変性>としても説明

できょう 。 論理上は叙実法が定言的

( categorical) な(+ )ベクトル，叙想、法は

仮言的 (hypothetical) な(-)ベクトルと

してその心的モードは <<NO>>(スペイン語発

音:Ino/) で象徴される。この NOはNO

ES QUE = it is not thatなどとも平行する O

以下，具体例で考えてみる O まず日本語を

提示し次にそのスペイン語と対応する

BasicEnglishに変換してみるが， 1) -7)は

スペイン語ではすべて叙想法，英語では叙実

法で表現するのが一般的である。前節冒頭で

触れたが仮称Esραtoでは叙想法はできるだ

け排除する考え方に立ちはするが，ここでは

そもそもどういう心的態度からスペイン語で

叙想法をとるかを英語 (BasicEnglish) との

関わりから見てみたい。ここで用いるスペイ

ン語は現時点ではすべて仮称Espαω の範鴎

としておきたい(斜体の語は予備の +α 語

葉とする)。西文中の下線が叙想法動調を示

す。比較で示した BEは叙想法に対しすべて

叙実法 <<CIERTO>>(=CERT AIN) というこ

ずれにせよ BasicEnglishは西洋言語の意味

分析上で普遍的に有効で、あるはずである O な

お，この 6a)も心的モードとしてはすべて叙

実法(直説法)であり叙想法(接続法)は現

われない。次節でさらに考えてみる O

主観的仮想世界

( -) (0) 

(叙想法)<<NO CIERTO>> ←|→ 

客観的現実世界

(+) 

<<CIERTO>> (叙実法)

<A> <EN> 

< DE I DESDE > 

<A> 
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がい

とになる O 蓋然的でもあるが CIERTOは上

で示唆した NOの場合での NOES QUEと

対比的に提示すれば ESQUE = it is thatと

も平行する。

1) 1私の知る限りでは一昨夜 9時頃この

ビルの 2階にある私の事務所に誰かが

居残っていた」

Que yo sep豆 habiaalguien en mi 

oficina en el segundo piso de este 

edificio a eso de las nueve antes de 

anoche. (= BE: To my knowledge 

there was someone in my office on 

the second floor of this building at 

about nine the night before last.) 

2) 1彼の娘は横浜のロマンチックな港の

近くにある家に住みたがっている」

Su hija quiere vivir en una casa que 

este cerca del puerto romantico de 

Yokohama. (= BE: His daughter has 

hopes of living in a house near the 

lovely harbor of Y okohama.) 

3) 1君たちがスペイン語の叙想法の用い

方がよくわかるようになって私はうれ

しい」

Me alegro de que hayan llegado a 

saber mucho del uso del ‘Subjuntivo' 

de espanoL (= BE: 1 am pleased that 

you have come to get a good 

knowledge of how to make use of the 

'Subjunctive' of Spanish.) 

4) 1最初に来た人が向こうのあの席に座

れるのだJ
El que主主旦皇室 primeropodra sent訂 se

alli. (= BE: Anyone who comes first 

will be able to take that seat over 

there.) 

5) 1その恋愛話を全部聞かせてくれるま

では君をここからは出さないよJ
No te dejo ir hasta que me cuentes 

toda la historia del amor. (= BE: 1 

won't let you go out of here till you 

give me a full account of the love 

story.) 

6) 1昨日の会合にいた人はここには誰も

いない」

Aqui no hay nadie que estuviera en 

la reunion de ayer. (= BE: There is 

no one here who was in the meeting 

yesterday.) 

7) 1課長は彼にもっと迅速に仕事をする

ょう命じた」

El jefe le dijo que hiciera el trabajo 

mas rapido. (= BE: The chief gave 

him an order to do the work more 

quickly.) 

1)では「私の知る限りでは」が非現実の世

界〔マイナス(-)で否定 <<NO>>の世界〕

に参入することとなる O すなわちこれは確信

がない <<NO>>という点で<非現実>なので

ある。 したカ宝って saber= to have knowledge 

ofの叙想法現在形 1人称 sepaとなる。旦堕

yo sepa 1私の知る限り」の queはここでは

con tal (de)旦旦旦， a condicion de旦旦豆 (= in 

the condition that) 1----の条件が満たされれ

ば」などという叙想法を要求する言い方が他

にあることを考えれば理解できょう 。上の図

解で深層意義素としてのスペイン語の <A>

に対応する英語の <TO>を示唆したが as

far as 1----する限り」や BE文で提示した

to my knowledgeの toなどは心の揺れとし

ての <TO>の象徴的な空間詞と言えよう O

同時にこれは客観性に対する<主観性>とい

う叙想法の基本的考え方とも結びつき主語の

人 称 は基本 的 に l人 称 の yo(= 1)か

nosotros， -tras (= we) に限られる。またこ

れらの 主語は省 略もできな い。 英語-

BasicEnglishでも to旦y/o旦rknowledgeの

ように本来的に主観的な想いという点で 1人

。。
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し'0

<<NO>> Jがやはり具体性を欠く<非具体性>

ということで，これも未来と関わる非現実世

界での心的態度ということになる。

6)は英語や BEでは叙想法という叙法 M

は埋没したように叙実法形式となるが. 1-------

な人は誰もいない」はそういう人が実在しな

い<<NO>>とし現実性を<否定>するので主

節で Aquihay nadie que…(= there is no 

one here who...) と振り出され従属節で叙想

法となる O 注目点は「出席した」が過去の内

容で叙想法の過去形 estuviera(<estar = to 

be) となる O

7)の「彼に~するよう命じた」は文字どお

り命令であるが，命令とは「事が成就するよ

う願う J1---して欲しいJというのであり上

の2)の考え方とも平行する O この<命令>

が願望としてスペイン語では叙想法モードと

結びつく点は重要である O 内容的にはこれも

過去で，その時点では実現していなかったと

いう点で <<NO>>であり未来のことに対する

願望で従属節でやはり叙想法の過去形

hiciera (<hacer = to do) をとる O さらに以

下 8)-15)に例文を作ってみる O

8) あの人は英語よりもっとやさしい何か

スペイン語のような言語を学びたがっ

ている O

Le interesa aprender una lengua que 

主主主 massimple que ingles -como 

espanol， por ejemplo. (= BE: He/she 

is interested in learning a language 

which may be simpler than English -

like Spanish. for example.) 

9)太陽が沈んだら皆で散歩に出かけるこ

とにしよう 。

Saldremos a pasear despues (de) que 

se ponga el sol. (= BE: We will go out 

for a walk after the sun goes down.) 

10)全員が日の出まえに立ち去った。

Todos se fueron antes (de) que saliera 

称のmy. our以外は事実上起こらない。ま

た 西 / 英い ずれも Queyo sepa.... Que 

nosotros/nosotras sepamos (西).As far as 

I/we know. (・FullEnglish)…. To my/our 

knowledge... (Full English . BasicEnglish) 

と文頭に現われるのが本来で文中や文末には

実現しにくい。 さらにこれら主語代名詞

(yo. nosotros. nosotras. 1， we)には音声的に

やや強勢が置かれるのが本来である。Que

の前に Almenos (= at least) を置き Al

menos que…とも言える。なお habia(<hay 

= there + be) = there wasの後ろの語

alguien (= someone)などはスペイン語で

は主語ではなくすべて直接目的語である O

2)は「ポート横浜の近くにある家，そんな

家に住みたい」という<意思>で現実には住

んでいない <<NO>>であり 心の動きとして

の<願望>でこれまた叙想法の世界そのもの

である。家は特定ではなく不特定なもので，

定性に対する<不定性>ということになる。

3)の「うれしいJという感情は心のなかの

主観的想いという点で客観性を欠く <<NO>>
ということである。その点では上の1). 2) 

とも結びつく O ここでの hayanの主語は

ustedes (= you all)で前節 1)①に記したよ

うに仮称 Eゆαω では 2人称複数形の

vosotros. -trasに対応する hayaisは用いな

4)の「最初に来た人が~できる」とはまだ

誰が来るか未知で現実味のない点で <<NO>>
であり，未来の事象についての言及である O

同時に<不定性>という考え方からも叙想法

となると説明できる O この場合型 queの定

冠詞 elは形式上は定性で英語での Theone 

whoではあるがスペイン語では意味的に不

定とみて英語での Anyonewhoのように考

える O スペイン語では定冠詞が必ずしも定性

とも限らず注意を要する。

5)では「聞かせてくれるまでは~ない
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el so1. (= BE: Everybody went away 

before the sun came up.) 

11)ぺぺ，よければ朝食に味噌汁をつくっ

てあげよう 。

Si quieres， la sopa de‘miso' te la hago 

esta manana para que la包旦坐， Pepe.

(= BE: If interested， 1'11 make'miso' 

soup for you this morning， Pepe.) 

12)彼らは誰にも見られず教会から出た。

Ellos salieron de la iglesia sin que 

nadie los hubiera visto. (= BE: They 

went out of the church with no one 

having seen them.) 

13)われわれは何でも依頼通りにするつも

りだ。

Lo haremos como 12i坐旦・(=BE: We 

will do it as requested.) 

14)私たちはスペインかメキシコで働いた

ことのある女性秘書を l人求めていた。

Buscabamos una secretaria que 

tlubiera trabajado en Espana 0 en 

Mexico. (= BE: We were looking for 

a woman secretary who'd had a work 

experience in Spain or in Mexico.) 

15) Iあなた，また再会したときには十分

な接吻をお願いね」とアナは私に言っ

た。

Ana me dijo:“Besame mucho cuando 

nos veamos de nuevo， querido." (= 

BE: Ana said to me，“Give me a good 

kiss when we see again， my dear". ) 

8)の「何か~のような言語」とは「ある種

の言語」であり明確性，具体性を欠いている

<<NO>>o <不定性>の考え方から従属節で

sea <ser (= to be) と叙想法をとる O

9)の「太陽が沈んだら」は発話の時点では

実現していない <<NO>>事象で叙想法 se

ponga (<ponerse = to be put) となる O ス

ペイン語に頻出する再帰動詞 -seの例である O

10)は内容が過去で，その時点ではやはり

実現していなかった <<NO>>未来のことであ

るゆえ叙想法となる O ただし内容は過去であ

ることから叙想法の過去形となる O

11)の paraque (= so that…may)の導く

従属節内は実現・具体化がその時点以降の未

知 <<NO>>の事項で思考モードは必ず叙想法

となる O 倒置で主節の lasopaをtelaと直

接目的格代名詞 laで反復する統語法である O

12)の「誰にも見られず」は「誰かが見る

ことなし <<NO刈 すなわち実現しなかった

(非現実)と考えるのがスペイン語である O

この場合も内容が過去のことで主節の過去に

対して従属節の内容はさらにそれより以前で

hubiera visto (= had seen) と叙想法モード

の過去完了形となる O

13)は現時点では「依頼なし <<NO刈 と解

され叙想、法 pid型1 (<pedir = to make a 

request) となる。 もし como以下の頼まれ

ている内容が既知であれば必ず叙実法の

pidenである O その心的モードの違いは絶妙

でスペイン語叙法 M のもつ大変味のあると

ころである O

14)は「求めていた」という過去のその時

点では探しえていなかった <<NO>>わけで叙

想法の世界となる O 過去からみた未来事象で

あると同時にこの場合は過去におけるそれま

での経験で 12)と同様，従属節は叙想法過去

完了 3人称単数形の hubiera+完了分詞形で

ある。

15)は内容は過去でも話法(西:Estilo) 

として直接話法(西:Estilo directo)で言う

場合である O 現時点では実現していない

<<NO>>事柄が「未来に実現したら」の意味で，

こういう場合 cuando(= when)で導かれる

副詞節内ではスペイン語は英語と異なり叙想

法モードとなる O

次の 16)では趣向を変え対応する BEを参

考に括弧内のアルファベット順に並べたスペ
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it is requestedと考えてよいがそれに対応す

る西文では直接目的格代名詞 10と間接目的

格代名詞 seの配置順序を考慮する必要があ

るO スペイン語では直接・間接の 2つの目的

格代名詞がともに 3人称の場合は必ず間接目

的格代名詞 se(= him， her， them， you)が前

で直接目的格代名詞が後ろの配列となり，そ

の次に動詞 Vの配置となる O したがってこ

の場合とりあえず aunque笠 10pidanである

ことがわかる O また間接目的格代名詞 seの

指示対象を明確にする場合がしばしばあり，

これがその例であることがわかる O ここでは

seはellaであり aella (= to her) となる O

したがって括弧内の語は aunquese 10 pidan 

aという整序法をとる O

②は veaから叙想法であり「誰も見つけ

ることのない <<NO>> そういう場所に」の意

味にすることがわかる O まずは場所の donde

が決まる。次に nadieとnoがある O スペイ

ン語ではこの 2語の併用は noが先で後に

nadieである O また noは動詞 Vの前， nadie 

は後ろの配置となる O さらに直接目的格代名

詞〔この場合は las= las joyas (宝石)Jは

動詞 Vの直前配置と決まっている O すると

必然的に括弧内は dondeno las vea nadieの

整序と決まる O

③は上の 11)で見た例が参考となろう o so 

that…以下の内容は発話の時点では成就して

いない <<NO>>わけである O 括弧内の語のう

ちまずは叙想法 2人称単数・現在形の

puedasと不定形の verの順に puedasver 

(= you will be able to see)の語配置となる O

すると次は自動的に laluna (= the moon) 

が決まる O つづいてまたその lunaを形容す

るmuyhermosa (= very beauti釦1)も自動

的に決まることになる O 括弧内の語は

puedas ver la luna muy hermosaの整序とな

るO スペイン語の語句整序法は「音あわせ」

をしていくような楽しい側面もある。さらに

次の 17)で心的モード上，あるいはその関わ

りで基本的な点を補うことで叙想法がすべて

<<NO>>の意味を背景にしていることを確認す

るO やはり西文と BasicEnglish文を対比的

に提示する O

イン語を意味の通るよう整序するという形で

叙想法モードを考えることとする O

16)① Carmen no va alla [a， aunque， 10， 

pidan， se] ella. (= BE: Carmen 

doesn't go there even if requested.) 

② V oy a poner las joyas [donde， las， 

nadie， no， veal. (= BE: I'm going to 

put the jewels in the place where 

nobody will see them.) 

③ Abre la cortina un poco para que 

【hermosa，la， luna， muy， puedas， 

ver] esta noche. (= BE: Get the 

curtain open a little so that you 

may have a view of the beautiful 

moon tonight.) 

スペイン語には英語にはない特有の語句整

序法があるが，叙想法を考える上でも注目し

ておく必要がある。

①は上で、扱った 13)ともやや似てもいるが

BE の evenifから従属節を導く接続詞

aunqueが次に連鎖する語となる。pidanが

叙想法の動詞であることから「頼まれもしな

い <<NO>>が，頼まれたとしても」の意味に

すればよいとわかる o BEでの requestedは

17) a) El busca un libro de palabras de 

espa亘01que sea barato. (= BE : He 

is looking for a Spanish wordbook 

which is low-priced.) 

cf. El tiene un libro de palabras de 

espanol que ~~. barato. (= BE: 

He has a Spanish wordbook 

which is low-priced.) 

cf. El quiere unos libros de palabras 

de espanol que sean baratos. (= 

可

E
よ
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BE: He is in need of some 

Spanish wordbooks which are 

low-priced.) 

b) Busco una secretaria que笠 辺 bien

espa亘01.(= BE: 1 am looking for a 

secretary who has enough 

knowledge of Spanish.) 

cf. Busco a la secretaria que sabe 

bien espanol. (= BE: 1 am 

looking for the secretary who 

has enough knowledge of 

Spanish.) 

c) Vengan aqui， los que盟主主主旦 ir.(= 

BE: Please come here， those who 

are interested in going.) 

cf. Son tres personas las q ue 

-qpi号工~.D_ ir. (= BE: There are 

three persons who are 

interested in going.) 

cf. ~Qué quiere usted? (= BE: What 

are you in need of?) / ~ Que es 10 

que quiere usted? (= BE: What 

is it that you are in need of?) 

d) Es mejor que主豆Z豆s.(= BE: You 

had better go. / It would be better 

for you to go.) 

cf. Es mejor ir. (= BE: It is better 

to go.) 

a)での「安価な辞書」は<不定>である O

目下のところは目先に実在しない <<NO>>で

ある任意の 1冊 (un= one)の安価な辞書を

探しているわけで sea(<ser = to be)と叙想

法となる O それに対して最初の cf.の文は

tiene (<tener = to have)であり<具体性>

のある実在の安価な辞書を現実に「所有して

いる」という意味で 同じように 1冊でも辞

書は<定>である O したがって叙想法ではな

く叙実法の es(<ser = to be) となる O スペ

イン語では不定冠詞が必ずしも<不定性>を

意味するとは限らないし先の 4)で触れたが

定冠詞が必ずしも<定性>を意味するとは限

らない。きわめて重要な点である。一方， 2 

番目の cf.は目下は手元にない <<NO>>の不定

の何冊かの (unos= some)安価な辞書を彼

が欲しいと願っている (quiere)ので叙想法

となり複数形 seanとなる。この a)はスペイ

ン語の心的モードの綴密性をよく示す例であ

るO

b)は上の 14)でも扱ったが秘書 (una

secretaria) が不定で実在せず <<NO>>，求め

られて(募集されて)いる意味であるので叙

想法 sepaとなる。一方， cf.はlasecretaria 

と定冠詞で実在する特定な「まさにその秘

書」でその所在を探している意味である O し

たがって叙想法ではなく叙実法の sabeであ

る。 また前者は Buscouna secretaria que 

…であるが，後者は Buscoa la secretaria 

que …と特定な人間であり冠詞の前に aがあ

るO ただし aは定冠詞の場合だけでもなく不

定冠詞の場合で Busco竺旦盟 secretariaque 

sabe …であれば「特定なある秘書」を探し

ている意味となる o a (= to)はモノではなく

特定(定性)の人間(人格)の指標であるが，

語順がやや自由なスペイン語では特定な人を

直接目的語とする aにより意味が明確化され

ることにもなる。西文整序法上からも大変興

味深い点である。

c)も上の a)，b)と関連し注目すべきであ

るO そもそも venganI来なさい」など命令

形がスペイン語で叙想、法モードをとるのも未

だ実行されていない <<NO>>の事柄を「これ

から実行することを望む」という願望と結び

ついている〔先の 7)参照〕が，さらにこの

場合の「行きたい人」とはそういう意思の人

で現時点では不明でわからない <<NO>>なの

である O したがって心的態度は叙想法

quieran (<querer = to have a desire) とな

るO ここの例でも不明・不定であっても las

q
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queと定冠詞となる点に注目されるべきであ

るO ここでの定冠詞は性数変化を受けそれに

呼応し動詞も変化する O スペイン語では定冠

詞 (el， 10s， 1a， 1as) ，不定冠詞 (un，una) ，ま

た数詞 (unos，unas， etc.) との関係で定性/

不定性が混同されやすいがすべては「論理的

意味」により決定される。このあたりはいわ

ゆる論理学の問題とするところでもある O こ

れに関連し最初の cf.は「行きたい人は 3人

だjの意味で，こうなると不定性ではなく定

性であり非現実的マイナス(-)の叙想法の

世界 <<NOCIERTO>>ではなく現実的プラス

(+)の叙実法 <<CIERTO>>の世界に入ること

となる O したがって動詞 Vは quier皇nであ

るo 2番目の cf.の 10que (中性冠詞の 10+ 

que (= what))の文中における意味機能は注

目に値する O

d) の r~ したほうがよい」は「それなの

にしていない <<NO刈ということから叙想法

の vayおとなる O この場合は英語 (BE) で

もhad，wou1dを用い叙想、法モードで対応さ

せておいた。cf.の西文で Esmejor ir.なら

ば一般的で中立な不定詞を用いた叙法 M

(:1:叙法と呼んでおく)となる O なお仮称

Espαω ではこういう動詞の原形を用いる表

現法は重宝となる〔前節冒頭1)③参照〕。

以上， 1) ~ 17)で具体例を通してスペイン

語における叙想法モードの文が例外なくすべ

て <<NO>>rそんなはずがない，確かでない」

の意味を基底にもつことを検証・立証すると

ともに，文中での語句整序法を説いた。

言説分析(西:Analisis de1 discurso) か

ら西文を生み出す基本原理の究明と，真の基

礎語糞(西:V ocabu1ario basico de espanol) 

の選定のための絞り込みが必要である。基礎

概念語の選定には未聞の地の人間社会を文明

社会の未熟な形態とは見なさない構造主義

(Structuralism)への注目が 1つある。この

視点からはまずは自然界における個々の人間

のサバイパルに関わる最も原始的で第一次的

な語棄としての agua(= water)， fuego (= 

fire)， a1imento (= food)， vestido (= 

clothing)， vivir (= 1iving)， etc.の抽出であ

る。つづいて人間の社会生活上および心理生

活上で必須な基礎語嚢体系の設定となる O そ

して同時に統語法上の整備である O これら目

下，基礎研究レベルで BasicEnglishを拠り

どころに整いつつはある O

おわりに

この世で当初はまったく不可能に思われ後

に可能なことが発見される事例は多々ある O

850語を基本とする BasicEnglishの哲学は

どの西洋言語にも通底する普遍性をもってい

るはずで、あり，これをモデルとすれば簡略化

した体系としての「小スペイン語」の構築

(発見)は可能であろうと考えている O 本稿

で提示したスペイン語は第 l節での 4a)中の

語 vasと， 5a)， 6a)中のいくつかの語は別

にして他はすべて現時点では仮称

Esμω (<Espanol Simplがcado包raTodos 

= Spanish Made Simp1e for Everyone)の範

障としておきたい。アメリカのスペイン語圏

には二世など本国スペインから移住した親の

スペイン語と英語(アメリカ語)の両方の影

から Spang1ish<Spanish + Eng1ish>の話

者(西:criollos) もいるが， この Spang1ish

(より的確には西:hispanoamericanismo) 

もスペイン語の簡略化には参考となる O

Espaω (発音:/espato/)のparatodos (= 

for everyone) とはもちろん広く万人向けの

簡便なスペイン語という趣旨であるが，仮に

特別に日本人向けなら EspanolSimplがcado

包ralos Japoneses (= Spanish Made Simp1e 

for the J apanese) で仮称Eゅのα(発音:/

espおca/) ということになろうか。

仮称 Esραω(espano1-espato)では叙法 M

の叙想、法(西:Modo subjuntivo) はできう

円，
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る限り排除すればよかろう o Flores， A. 

(1964) はこの点では大いに参考となる O 今

回，本稿ではスペイン語の簡略化の一環とし

て叙想法を叙実法(西:Modo indicativo) 

による心的モードへ変換して表現する手法も

いくつもあることを一方で、意識しつつも，特

別に第 2節でこの言語に特徴的な叙想法に注

目した。他にも問題となり解決の必要な点が

多々あるがやはり BasicEnglishをモデルと

すれば見通しはある。1つ重要な点がある O

それは，あまり分析的統語法をスペイン語に

適用させるとそもそも英語より簡素で習得も

しやすいスペイン語をより難しくし結果的に

BasicEnglishと同じような意味分析上の難

しさを与えることにもなるということである。

この点は配慮を要する。

最後に，ラテン系言語スペイン語が簡略化

されれば必ずそれは特に日本人などにとって

はBasicEnglishよりも何倍，何十倍もやさ

しいものとなるはずであるが本稿の趣旨は単

にスペイン語(西:esp姐 01/castellano) の

簡略化そのものの問題追究だけでもなく，

BasicEnglz"shを中間言語 (Interlanguage) 

とした英/西 2言語の対照研究の一環でもあ

り，同時にこれは逆から見れば発生的に同族

の2言語からアプローチする「もう lつの英

語 BasicEnglz"shJのさらなる奥の院に入る

べく研究手法でもあると考えている O

(元名古屋市立大学教授)
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助 mustのBasicEnglishにおける代用表現研究

はじめに

Basic English (以下 BE) は，構成されて

いる 850語のうち，本動詞が 16(come， get. 

give， go， keep， let. make， put. seem， take， be， 

do， have， say， see， send) ，助動詞は mayと

willのみで， be， do， haveが助動詞として使

用される場合もある O

本研究は， Full English (以下 FE) の助

動詞 must(義務と確実性の 2つの意味)が，

小山田幸永

BEでどのように表現されているかを，聖

の FE訳と BE訳との対比研究により，その

特徴を探っていく O

1 .先行研究

mustには， 1 ~しなければならないJ (義

務)と 1----はずだ ちがいないJ(確実性)

の2つの意味がある O

義務の mustは根源的 (root)用法，確実
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性の mustは認識様態的 (epistemic)用法と

分類される (Leech1987:72-89)。

このうち義務の mustに関して，高田

(1941)は， BEでは 1tis necessary ~"や

“have to" な どで代用可能とし1，Ogden 

(1932:62) は， must notが“itis not right 

to do ~"で言い換えられることを示した。

しかし両者とも確実性の mustに関しては

言及していない。

聖書の英語を助動詞の観点から行った研究

は， shallとwillを扱った山根 (1984，1985， 

1986) (FE)， BEとの対照研究では， willを

扱った井田 (2009) など， FEにおいても

BEにおいてもごく少数である O

小山田 (2011)は， Basic Englishにおけ

るmust(義務)の代用表現を，聖書の BE

訳を通して， letが主要に用いられ2，他には

have to， will， it is ~などの表現が用いられ

ていることを指摘した。しかしマルコ伝の

みの分析で，確実性の mustにはふれていな

1，テモテ l及び 2，テトス，ヘブル

人)

d. 手紙(ヤコブペテロ l及び2，ヨハ

ネ1，ユダ)

e. ヨハネの黙示録

なお， rテサロニケ人への手紙2Jrピレモ

ンへの手紙Jrヨハネの手紙2Jrヨハネの手

紙 3Jには， mustは出現しなかった。

次節では，前回の研究における代用表現の

分類とその分布を示す。

3. BBEにおける mustの代用表現分類

し¥0

小山田 (2011)では，マルコイ云の NEBに

おける must(義務)が 16例出現し4，次の

5種類の表現で代用されたことを示した。

(1) let .……ー5(接続詞後の省略1は除く)

(2) let not..….3 

(3) have to …3 

(4) will ・・・・・・・・・2

(5) その他….• .2 

let notを含めると， letが頻出であるが，

元々 letは，対象(目的語)の思うがままに

させるというニュアンスがあり， notで否定

することで，それを許さないという意味が出

て来る O 一方， letを使用した命令文は，要

求や警告で使用されることもある (CED)0 

また，神や王が発する proclamation(宣言，

布告)にも使用され，古風な表現で高い声の

調子で発せられる (Celce-Murciaand Larsen-

Freeman 1983:142， Quirk et al. 1985:890) 0 

マルコ伝においては 肯定の letを含む命令

文は，全てイエスの威厳ある言葉に使用され

ていた。

have toは， mustの代用表現としては，

ややニュアンスは異なるが， 3例で使用され

ている O そのうち，イエスの言葉は 1つで，

haveとtoの聞に first (第一に)という強

調の副詞が挿入されていて重みを持たせてい

るO

本研究では，新約聖書の FE訳とその BE

訳を対比して， FE訳に出現した mustが，

BE訳では， どのような話者や場面で，どの

ような表現が使用されたかを分析する O

2.分析対象

分析資料には，小山田 (2011)にヲ|き続き，

井田 (2009)が willの分析で使用した The

New English Bible (以下 NEB) とその

Basic訳である TheBible in Basz'c English 

(以下 BBE)の中で， NEBにmustが出現し

た次の 23文書を分析対象とした30

a.福音書(マタイ，マルコ，ルカ， ヨハ

ネ)

b. 使徒の働き(十二使徒行伝)

c. パウロからの手紙(ローマ人，コリン

ト人 l及び2，ガラテヤ人，エペソ人，

ピリピ人，コロサイ人，テサロニケ人

戸
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willは，平叙文で主語が 2人称. 3人称の

場合，時には mustよりも意味が強くなり，

相手の意志とは関係なく i(当然)~しなさ

い，~してもらいます」といった，実行を迫

る強い命令の意味合いを表すことが出来る

(Leech ibid:71， Celce-Murcia et al. ibid:85) 0 

マルコ伝においては 2例ともイエスの言葉

で使用されていた。

その他，特に 2人称が主語の場合は命令形

で動詞の原形のみを使用したり，進行形を使

用するといった全く異なる表現で mustの意

味合いを出す工夫がなされていた。

次節では，本研究における代用表現をより

詳細に再分類する O

4. mustの代用表現再分類

BEにおける must(義務)の代用表現の

分類として，次の 11項目を設定した。

(1) let 

(2) let not 

(3) have to 

(4) will (wouldを含む)

(5) may (mightを含む)

(6) may not (might notを含む)

(7) be to 

(8) it is構文

(9 )肯定命令文 Oetは除く)

(川否定命令文 Oetnotは除く)

(11) その他

このうち. (5) (6)の mayは. for fear that 

や incase など i~するといけない」といっ

た「予防」や「心配」を表す表現に続く従属

節主語の動詞前に助動詞として出現したり 5

否定形の場合，話者の権威が前面に出て威

張った感じを与えやすい(江J11 1991:295) 0 

(7)は，第三者の課す義務や命令としての機

能を持つ。

(8)は. it is necessary ~などの， it が形式

主語. forに続く名詞が意味上の主語で. to 

以下に動詞が続く いわゆる litis構文」と

呼ばれる形である O

(9 )仰は，主語が2人称の場合，現代英語

でも使用されている動詞の原形から始まる命

令文になる O

(11)は，省略や別の表現を使用する場合であ

る。

また，確実性を表す mustに関しては，数

が少ないので個別に取り上げる O

次節では，この再分類を元に. NEB訳

(FE) に現れた mustを含む文が. BBE訳

(BE) においてどのように表現されたかを検

討する O

5. BBEにおける mustの代用表現分布

NEBにおける mustは，義務と確実性を

含めて 286例出現した(同一文中に 2回出現

した場合も含む)。

そのうち，義務は 264例で，確実性が 22

例(肯定形のみ).義務のうち肯定形は 213

例，否定形は 51例であっ t.:.0 

BBEにおいて，義務の mustに相当する

代用表現は，次の分布となった。

(1) let ……………52 (19.6%) 

(2) let not …………23 ( 8.7%) 

(3) have to ………22 ( 8.3%) 

(4) will ・・・・・・・・・・・・・・・22( 8.3%) 

(5) may'・・・・…一一… 9 ( 3.4%) 

(6) may not ..……. 9 ( 3.4%) 

(7) be to ・……・一一12( 4.6%) 

(8) it is構文・・…・・ー16( 6.0%) 

(9 ) 肯定命令形……34(12.9%) 

側 否定命令形・・・…10( 3.8%) 

(11) その他一一一…...55 (20.8%) 

一方，確実性は，以下の分布となったo

(12) have to ..……. 2 ( 7.7%) 

(13) will …………… 4 (15.4%) 

(14) be to …・ー…… 4 (15.4%) 

同その他・……・….16(61.5%) 
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(12)の havetoは，義務を表す以外に，真実

を確信している時に使用される場合がある O

(13)の wiUは，起こる可能性が高いことを

述べる時に使用されることがある (OALD)0

6. BBEにおける must(義務)の代用表現

ここでは，各分類の例文を， NEB訳と

BBE訳とで対比して検証する(傍線部及び

カッコは筆者による)。

される O

用法は， letの肯定形と同様である o (1)は

イエスの言葉， (2) (3)は使徒パウロの言葉で

ある70

(1) he， too， who is in the fields must not 

go back. (ルカ 17:31)

→let him w ho is in the field not go 

back to his house. 

(2) What for you is a good thing must 

not become an occasion for 

slanderous talk; (ローマ人 14:16)

→Let it not be possible for men to say 

evil about your good: 

(3) he must not divorce her; (コリント

人 17:12) 

→let him not go away from her. 

また， let notではなく，“Donot let ~" 

の形も散見される o (4)はパウロ， (5)はヨハネ

の言葉である O

(4) So sin must no longer reign in your 

mortal body， exacting obedience to 

the body's desires. (ローマ人 6:12)

→For this cause do not let sin be ruling 

in your body which is under the 

power of death， so that you give way 

to its desires: 

(5) My children， love must not be a 

matter of words is or talk; (ヨハネ 1

3:18) 

→My little children， do not let our love 

be in word and in tongue， but let it 

be in act and in good faith. 

6.1. let 

3節で述べたように letから始まる命令

形は，古風な表現ということもあり，威厳を

持ったイエスの言葉に多用されている O

用法は，以下の 3例のように NEB訳にお

ける主語を， BBE訳ではそれぞれ letの目的

語とする。

(1) If anyone wishes to be a follower of 

mine， he must leave self behind; he 

must take up his cross and come 

with me. (マタイ 16:24)

→If any man would come after me， let 

him give up all， and t法eup his cross， 

and come after me6
. 

(2) God is spirit， and those who worship 

him must worship in spirit and in 

truth.' (ヨハネ 4:24)

→God is Spirit: then let his worshippers 

give him worship in the true way of 

the spirit. 

(3) A woman must be a learner， listening 

quietly (テモテ 12:11) 

→Let a woman quietly take the place 

of a learner. 

6.2. let not 

let notも古風な表現で i(目的語)のま

まに~させる」を否定するので，結果的に

must notに近い強い禁止を表すために多用

6.3.have to 

have toは， 1節や 3節で述べたように，

mustの代用形としては ニュアンスが異な

るので，必ずしも適切とは限らない。

以下の例は， (1)が一般論， (2)がユダヤの民

衆， (3)がパウロの言葉である O

ウ
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(1)“A man who divorces his wife must 

give her a note of dismissal." (マタイ

5:31) 

→Whoever puts away his wife has to 

give her a statement in writing for 

this purpose: 

(2) IWe must give an answer to those 

who sent us. (ヨハネ1:22)

→Wehave to give some answer to 

those who sent us. 

(3) If boasting there must be， 1 will boast 

of the things that show up my 

weakness. (コリント人 211:30) 

→Iflh主主旦主otake credit to myself， 1 

will do so in the things in which 1 am 

feeble. 

以下の 2例は，イエスの言葉である O

(4) But before the end the Gospel旦旦笠

be proclaimed to all nations. (マルコ

13:11) 

→And the good news has first to be 

given to all the nations. 

(5) While daylight lasts we must carry 

on the work of him who sent me， 

night comes， when no one can work. 

(ヨハネ 9:4)

→While i t is day we have to do the 

works of him who sent me: the night 

comes when no work .may be done. 

(4 )は，前回の研究でもふれたように，

have to (has to) の聞に firstと言う副詞を

はさむことで，意味を強めている o (5)は，主

語が weで，より一般論として，各個人が行

うべき行動を示唆したと考えられる O

6ιwill 

willは， 3節で述べたように，主語が2人

称や 3人称の時，実行を迫る強い命令や義務

の意味を表すことが出来る(以下は， 3例と

もイエスの言葉である)。

(1) anyone who commits murder must 

be brought to judgment. (マタイ 5:

21) 

→ Whoever puts to death will be in 

danger of being judged: 

(2) But there are other sheep of mine， 

not belonging to this fold， whom 1 

旦ustbring in; (ヨハネ 10:16)

→And 1 have other sheep which are 

not of this field: 1宝山 betheir guide 

in the same way. 

(3) what is mortal must be clothed with 

immortality. (コリント人 115:53) 

→ and the man who is under the power 

of death will put on eternallife. 

また，以下のように，NEB訳と BBE訳と

で，主語が変わっている例もある O

(4) But God said to him， "You fool， this 

very night you must surrender your 

life; (ルカ 12:20)

→But God said to him. Y ou foolish one 

tonigh t 1 will take your soul from 

you， 

これは Godの言葉で視点を変えて“r
を主語にすることで，直接的で威厳に満ちた

表現となっている O

6.5. may 

本来 mayは， I ~ してもよい」という容認
(根源的用法) と I~かもしれない」という

推測 (認識的用法)の2つの意味があ り，次

節で述べるように， notをつけて否定形にす

ると禁止の意味になるが，肯定形でも，以下

の例で見られた。どちらもパウロの言葉であ

るO

(1) This is the will of God， that you 

should be holy: you must abstain 

from fornication; (テサロニケ 14:3) 
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→For the purpose of God for you is 

this: that you may be holy， and旦 笠

keep yourselves from the desires of 

the fiesh; 

(2) Women again must dress in 

becoming manner， modestly and 

soberly， (テモテ 12:9) 

→And that women旦主主 be dressed in 

simple clothing， with a quiet and 

senous alr; 

(1 )は，実際は keep+目的語+動詞の~

ing形で，表面上は肯定でも，意味的には否

定と同じある。(2)は 「望ましい」というよ

うな意味を表すために使用されたと考えられ

るO

次の例では， 2回出現した mustに対して，

Y is構文"と絡めて，後半の文 forfear 

that (----しないように)に続く譲歩節の助動

詞として， mayが使用されている。

(3) you旦旦笠 forgivethe offender and 

put heart into him; the man's sorrow 

must not be made so severe as to 

overwhelm him. (コリント人 22:7) 

→So that now， on the other hand， it is 

right for him to have forgiveness and 

comfort from you， for fear that his 

sorrow旦笠 beover-great. 

以上のように， mustの代用表現としての

肯定の mayは，いつも使用が可能というわ

けではない。否定の意味合いが強い動詞が続

くか，譲歩節の助動詞として用いられるか，

表面的には容認に見えて実際は行動を起こさ

せたいと考える話者が比験的に使用すると

いった限定的な使用に留められている O

6.6 may not 

mayにnotをつけた否定形は， r ~しても
よい」を否定するので結果的に禁止を表し，

4節で述べたように，主語が2人称の場合，

話者の権威が前面に出て威張った感じを与え

やすい。

以下の(1)は，パウロが引用した律法からの

引用文， (2) (3)はパウロ自身の言葉である O

(1) “You must not abuse the ruler of 

your people." (使徒 23:5)

→You may not say evil about the ruler 

of your people. 

(2) the husband must not divorce his 

wife. (コリント人 17:11) 

→the husband may not go away from 

his wife. 

(3) So you must not think of me as one 

who scares you by the letters he 

writes. (コリント人 210:9) 

→That 1 may not seem to have the 

desire of causing you fear by my 

letters. 

このうち(3)は主語が変わり，パウロ自身の

強い願望として表現している O

さらに，過去形の mightを使用した表現

も見られた。

(4) you must have nothing to do with 

any so-called Christian who leads a 

loose life， (コリント人 15:11) 

→ if a brother had the name of being 

one who went after the desires of 

the fiesh， (略)you旦望htnot keep 

company with such a one， or take 

food with him. 

この例では，“musthave nothing to do 

with~" (~と関わってはならなかった)と

いう過去の表現に対して 時制の一致で

mightを使用したと考えられる。

6.7 be to 

rbe動詞+toJの形は，予定，義務・命

令，運命，可能(通常否定形+受動態で使

用)， 目的(if節で)で使用され，主語以外
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の第三者の意思を伝えるためによく使われる

(江川 1991:321)0 

以下の例は，全てパウロの言葉である O

(1) we sent them our decision that they 

must abstain from meat that has 

been offered to idols， (略) (使徒 21:

25) 

→we sent a letter， giving our decision 

that they were to keep themselves 

from offerings made to false gods， 

(略)

(2) you旦旦笠 layaside that old human 

nature which， deluded by its lusts， is 

sinking towards death. (エペソ人 4:

22) 

→you笠旦主oput away， in relation to 

your earlier way of life， the old man， 

w hich has become evil by love of 

deceit; 

(3) Our leader， therefore， or bishop，旦旦註

be above reproach， faithful to his one 

wife， sober， temperate， courteous， 

hospitable， and a good teacher; (テモ

テ 13:2) 

→The Bishop， then， is to be a man of 

good name， the husband of one wife， 

self-controlled， serious-minded， having 

respect for order， opening his house 

freely to guests， a ready teacher; 

(2) you旦堅tbe born over again. (ヨハ

ネ 3:7)

→It is necessary for you to have a 

second birth. 

(3) you must forgive the offender and 

put heart into him; (コリント人22:7) 

→江isright色rhim to have forgiveness 

and comfort from you 

it is に続く形としては， necessaryや

rightが多用される O

6.8 it is構文

この形は， itが形式主語， forが意味上の

主語， to以下が動詞となる O

以下の(1)(2)はイエスの言葉で， (3)はパウ

ロの言葉である。

(1) you must go and announce the 

kingdom of God. (ルカ 9:60)

→主主foryou to go and give news of 

the kingdom of God. 

6.9肯定命令形 Oetを除く)

FEで2人称の場合， BEで肯定の命令を

使用することで， Voumust，，と同じ機能を

果たすことがある o letを使用した命令形ほ

どの重みや威厳はなく，イエスに限らず使途

パウロの言葉でも使われる O

次の(1)はイエスの言葉で， (2) (3)はパウロ

の言葉である O

(1) Surely you旦堅tlook in palaces for 

grand clothes and luxury. (ルカ 7:25)

→See now， those who have beautiful 

clothing and delica te food are in 

kings' houses. 

(2) You旦旦註 thereforedo as we tell you. 

(使徒 21:22) 

→Do this， then， which we say to you: 

(3) so now you旦皇室tyield them to the 

service of righteousness， making for 

a holy life. (ローマ人 6:19)

→so now包主空 themas servants to 

righteousness to do what is holy. 

6.10否定命令形 Oetnotは除く)

この形も FEで2人称の場合， BEで使用

すると， Voumust not，，と同じ機能を果た

すことがある O やはり， let notを使用した

命令形ほどの重さや威厳はない。

以下の例は，全てパウロの言葉である O
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(1) You fathers， again， must not goad 

your children to resentment， (エペソ

人 6:4)

→And， you fathers， do not make your 

children angry: 

(2) Brothers， you must never disparage 

one another. (ヤコブ 4:11)

→Do not say evil against one another， 

my brothers. 

(3) If a man is weak in his faith you 

must accept him without attempting 

to settle doubtful points. (ローマ人

14:1) 

→Do not put on one side him who is 

feeble in f泊th，and do not put him in 

doubt by your reasonings. 

このうち (2)(3)は， NEB訳では Vnust+

not"の形ではなく neverや否定的な意味

の動詞が使用され BBE訳では否定命令形

が使用されている O

order" という形で命令をしたこと表してい

るo (2)は，等位接続という文法の構造から復

元できる要素である O

次の(3)は，パウロとテモテの言葉で， (4)は

パウロの言葉である O

(3) We must tell you， friends， (コリント

28:1) 

→A nd no w w e gi V e yO U n e w S ， 

brothers， 

ここでは，伝えたいことを強調するために，

"And now" という注目を向ける表現を使用

している。

(4) and he said， 'After 1 have been there， 

1 must see Rome also.' (1吏徒 19:21)

→saying， After 1 have been there， 1 

have a desire to see Rome. 

ここでは，義務でもあり，また強い願望を

表すために百avea desire to" という表現

が用いられている。

ここまで， NEB訳に出現した義務を表す

mustで， BBE訳で相当する表現を見てきた。

イエスの言葉では 威厳のある響きを持つ

letや letnotの命令形が多用され，それ以外

では助動詞の willが使用された。一方，パ

ウロなどイエス以外の人物では，通常の命令

形や beto， mayを使用した例が見られた。

こうすることで，イエスの言葉との違いを際

立たせたと考えられる O

次節では，確実性を表す mustに相当する

代用表現を検証していく O

6.11その他

その他では，省略や別の表現を用いている O

以下の例は， どれもイエスの言葉である。

(1) While he was in their company he 

told them not to leave J erusalem. 
'You must wait'， he said， (使徒 1:4)

→And when they were all together， 

with him， he gave them orders not to 

go away from J erusalem， 

(2) Anyone who wishes to be a follower 

of mine must leave self behind; he 

must take up his cross， and come 

with me. (ルカ 8:34)

→If any man has the desire to come 

after me， let him give up all other 

desires， and (1主主 him) take up his 

cross and come after me. 

この中で(1)は，地の文に“give+人 +

7. BBEにおける must(確実性)の代用表現

5節で示したように， mustのもう 1つの

意味である確実性(，，---にちがいないJ，，--'の

はずである J)を表すために， BBE訳では

will， be to， have toなどが使用された。

それらの表現を NEB訳と対比して検証

する(傍線部及びカッコは筆者による)。
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7.1 will 

5節で示したように 起こる可能性の高い

ことを表す時に willが使用されることがあ

るO

(1) If you do so， you must die. (ローマ人

への手紙 8:13)

→F or if you go in the way of the ft.esh， 

death will come on you; 

(2) This is the revelation given by God 

to J esus Christ. It was given to him 

so that he might show his servants 

what must shortly happen. (黙示録 1:

20) 

→The Revelation of J esus Christ which 
God gave him so that his servants 

might have knowledge of the things 

which w型quicklytake place: 

確実性の表現としての mustが最も出現す

るのは， rヨハネの黙示録Jである O 神から

の啓示を受けて書かれた預言書としての性格

を持っているので，今後起こることに対して

の断定的な言い方が多いが， BBE訳では，

willは(3)以外では使用されていない。

sounding is still to come. 

前項でもふれたように 確実性を 表す

mustは「ヨハネの黙示録」に最 も出現した。

その代用表現として 運命を表す betoや強

い可能性を表す willが使用された。

7.2 be to 

6.7でもふれた義務の mustの代用表現と

しても使用された betoの形式は，運命を表

す表現としても使用されている O

以下は，ヨハネの言葉である O

(1) Come up here， and 1 will show you 

what旦旦sthappen hereafter. (黙示録

4:1) 

→Come up here， and 1 will make clear 

to you the things which are to come. 

(2) when the trumpets sound which the 

three last angels旦堅tnow blow! (同

8:13) 

→because of the other voices of the 

horns of the three angels， w hose 

7.3その他

その他の表現としては have toの使用例

があり，それ以外では確実性を表す表現を使

用するか，代替表現は使用しないという例も

見られた。

(3)は，確実性を表す場合もある havetoの

例である O

(3) And they put a question to him: 'Why 

do our teachers say that Elijah must 

be the first to come?' (マルコ 9:11)

→And they put a question to him， 

saying， Why do the scribes say that 

Elijah has to come first? 

これは，イエスの弟子達の言葉だが，直接

の言葉は“ourteachers" (律法学者)によ

るもので，実際の主語は預言者 Elijah(エリ

ヤ)である。

以下の(4)(6) (7)は群集 (5)はペテロの言葉

である O

(4) This must certainly be the expected 

prophet. 

→This is certainly the prophet. (ヨハ

ネ 7:40)

(5) Surely you are one of them. Y ou 

must be; you are a Galilean. (マルコ

14:70) 

→主主旦1Yyou笠豆 oneof them; for you 

are a Galilaean. 

(6) Then they said， 'It must be his 

guardian angeL' (使徒 12:15)

→And they said， 1 t is his angeL 

(7) The man must be a murderer; he 

may have escaped from the sea， but 
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言える O

も，パウロなどの弟子たちゃ群集の言葉で多

用されていた。BEにおける代用表現として

は，助動詞 willやbetoの使用が多く，特に

「ヨハネの黙示録」のような予言的性格の文

書では，確実性を現す mustの代用表現とし

ての betoが多用されていた。

FEにおける must(義務，確実性)の代

用表現として，新約聖書全体の文書を FEで

ある NEB訳と BEである BBE訳を対比さ

せて，その分布を示した。

今回の研究では，新約聖書の 1種類のみの

FE訳と BE訳の研究だったので，今後は，

他の訳との対比研究，さらには，聖書に加え

て様々な書物の FEとBE訳にも目を向け，

BEにおけるより包括的な助動詞研究を目指

す。

本研究が， BE学習及び英語学習の一助と

なれば幸いである O

(首都大学東京非常勤講師)

divine justice has not let him live. (同

28:4) 

→Without doubt this man has put 

someone to death， and though he has 

got safely away from the sea， God 

wiU not let him go on living. 

この中で(4)は， NEB訳で mustに加えて

確実性を表す副詞 certainlyも使用しており，

BBE訳ではそれを引き継いだ形となってい

るO この副詞を使用することで，確実性を表

現出来ているので あえて mustの代用表現

を使用する必要はないと考えたのであろう O

同様に(5)も，“廿uly" という強い確実性を表

す副詞の使用で，あとは通常の現在形である O

(6)は，群衆の言葉ということで，特に代用表

現を使用するには及ばなかったと考えられる。

( 7)の“withoutdoubt (疑いなく)"は，確実

性を表す表現としての機能を果たしていると

おわりに

聖書における NEB訳 (FE) とBBE訳

(BE)を対比し，義務と確実性の 2つの意味

を持つ mustがBEではどのように表現され

ているかを示して来た。誰が発した言葉かに

よって，使用する表現も異なる傾向が見られ

た。

まず義務の意味では，イエスの言葉(他者

による引用も含む)は，現代英語では古風な

きを持つ letや letnotを含む命令形が多

用されており，他にも，強い命令の意味合い

を表す willや， より形式的な itis構文を使

用していたO こうすることで，その言葉の重

みや威厳を表現していた。一方，弟子のパウ

ロなどイエス以外の人物は，現代英語でもよ

く見られる形の命令形や haveto， may， be 

toの使用が見られ より一般的な人物の言

葉として表現されていた。

確実性の mustは イエス自身の言葉より

注

1 mustとhavetoは どちらも義務を表す

が，前者が自らの固い意志で行うのに対し，

後者は外的な要因で行うという意味が強い

傾向があるというように ニュアンスが異

なる点に注意するべきである O

2 let notを含む。

3新改訳の日本語版 (1999)の表記による O

4 NEB訳では，明らかに義務を表す must

であったが， BBE訳では確実性と考えら

れる次の 1例を除外した(傍線部は筆者)。

(略)if he comes suddenly， he must not 

find you. (13:36)→ coming suddenly， 

he笠皇室 yousleeping. 

5 In case it may rain， take an umbrella with 

you.など。

6この文では， and (let him) take up his 

crossのように， letが省略されている O
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7パウロなど弟子の言葉でも，イエスの言葉

を引用する場合は， let notを使うことが

多い。
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EP1の 3つの音声資料比較

伊達民和

はじめに

EPlには 3つの朗読資料がある。それらは、I.A.Richards(1893-1979)制作のレコ

ード版(略記号R)、洋販(略記号y)とIBC(略記号1)から出ている CD版である。本稿で

は 3つの資料を聴き比べた結果、明らかになったことを紹介したい。まず、 3つの音調

が使い分けられている。最も頻度が高いのは下降調(、)である。一般に、ネイティブ・

スピーカーが下降調を用いる頻度は 80%強と言われている。他は、上昇調(.;r)と下降・

上昇調(、.;r)である。それぞれの音調の主たる機能は、以下のとおりである。

下降調:完結、終了、確実

上昇調:未完結、継続、不確か

下降・上昇調:継続、言外の意味、明言回避

英語は、 SVCや SVOなどのように語順が固定化していて、情報伝達に際し最も大

切な語は、前提条件のないコンテキストでは、末尾の内容語である。言い換えると、

最後の内容語が核強勢を受ける。それ故に、 endfocus(末尾焦点)とか endweight(末尾

重点)と言われる。そして、核強勢を受ける語を起点として声(pitch)が下降調、または、

上昇調、下降・上昇調になったりする。ただし、声の高さだけが大きく変動するので

はなく、長さや強さ(loudness)も増加する。

GDMのワークショップやセミナーでは、下降調の意味が十分に理解できないという

不安の声を聞くことがある。実は、下降調は、実際には上昇・下降調と表現するほう

が分かり易いだろう。例えば、 Good、盟笠旦ing.は「下降調のイントネーションJと

見なされるが、声が morn-で、いきなり下降するのではなく、その前に声がいったん高

くなる。

Good m 0 r n i n g. 

本稿では、核強勢のある音節を下線で示す

その意味では、下降調を表示するには、単なる、よりもむしろ F 、という記号を用い

るほうが理解しやすいだろうが、音声学では、、時には¥とし、う記号で事足るとされて

いるので、本稿でもそれを踏襲して下降調を表記する。もう少し詳しく下降調を説明

しよう。Let'sgo to the 、E笠 tytonight.で、は、模式図にあるように、声は parの直前

でいったん中音(2Miωから高音(3High)に上昇し、そこから下降に動き、終点は低音

ULow)で、ある。ここで言う中音、高音、低音というのは、相対的な意味であり、話者の

性別、年齢、体格などのよって個人差がある。
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4 Extra high 

3 H 
PAR-

GO 
2 Mid LET'S ty 

1 Low TO-

night. Celce-Murcia et al. 

Figure 6.17 Musical staff凶 edto illustrate intonation (2010: 251) 

注:tonight:末尾の「時の面IJ調」は文強勢を受けない。

次に、上昇調は、主として Yes/no疑問文に用いられている。また、下降・上昇調は

EPでは「時の副詞Jが文頭に来る場合に用いられている。例えば、

、F堕旦笠Ithe book is on the 、回ble.(2つの音調単位).

ただし、 F堕旦豆Ithe book is on the 、包ble.も可能である。

蛇足ながら、 nowや tonightのような「時の副詞」は、主星に来る場合、核音節に付

加された下降調の終結部の低いピッチを引き継ぐにすぎない。その意味で、内容語の

に含まれない。

1.対比強勢

どの語を最も強調して-どの語に

を置いて一発音するかである。既に述べたように、核強勢は、文の末尾の内

容語に置かれることが多いが、それは中立的なコンテキストの場合に言えることで

ある。一方、 EP1中の文の多くは、いわば有機的に互いに関連していて前提条件・

場面(sen-sit)があるので核強勢が文末の内容語に来るとは限らない。例えば、文末の

内容語が既に文脈に存在しているときは核強勢を受けず、核強勢は前の方に移動す

る。典型的ケースは対比強勢である。

a. This is my 、h亘L That is、hishat. (EP1， 12) 

[myVs. hisとの対比]

b. This is a 、glass.It is on the 、回ble.

、 F誼旦笠 I the glass is 、旦ffthe table. (EP1， 23) 

[on vS.offとの対比]

なお、反復の tableは下降調の終結部の低いピッチを引き継ぐ。従って、強勢音節

ta-で新たに声の高さを変えずに、いわば余韻のように発音する必要がある。

以下は、少しややこしい。文中で対比の対象となる項目が 2つあるからである。

c. [He is taking his hat off his head. ] His hat is in his 、註盆旦d.

It 、豆鐙 I on his 、h皇室d.(EP1， 16) 
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US VS. wasとの対比、及び hand VS. headとの対比]

d. What is the 、time? The time is、two.

It 、豆皇室| 、盟主.It、翌illI be、血盟皇・

Us VS. three， one vs. threeなど]

以上の核強勢配置は Rに基づくものである。しかし、 YとIでは sen-sitに配慮した

朗読になっていないことが各所にみられる。例えば、 Yでは c.とd.が以下のように

なっている。

His ha t is in his 、hand. It was on his 、head.

It will be 、three.

まるで機械的な読み方のように思える。RとY間の強勢配置のズレは、朗読者の行う

情報処理に関する解釈の違いによるものであるから、 Y が不適切とは言えない。つま

り、文脈上で onhis headだけが重要な情報であると単純に解釈して言うと headに核

強勢が来る。それに対して、状況をもっと深く読み取って wasとおとの対比も同じく

要であると解釈するときは、そこにも強勢(contrastivestress)が来る。その結果、文

はdoublecontrastを表すことになり、 2つの音調単位で、言われる。

このような情報の切り取り方の違いによって、文のイントネーションに差が生じる

ケースが EP1のあちこちに見られる。

e. [His hat is on the table. EP1， 14] He put his hat on his 、h皇室生 (EP1，15) 

(i) It 、宣鐙 I on the 、主主ble.(R)

(ii) 1 t was on the 、皇室ble. (Y&I) 

f. The man went to his 、ho旦皇室・ Heis、生笠豆.He 、笠豆旦主there.(EP1， 29) 

(i) He 、豆皇室| 、h笠皇.(R&I) 

(ii) He was 、here.(y) 

g. 1 have the book in my h亘旦dnow. (EP1， 43) 

(i) It 、主皇室 Ion the 、皇helf.(R) 

(ii) 1 t was on the 、shelf. (y &I) 

h. She went out of the 、担旦旦.The door is、Qpennow. (EP1， 89) 

(i) It 、笠笹川連盟.(R) 

(ii) It was 、shut.(Y&I) 

なお、 YとIにも(i)のパターンになっている箇所が時折あるが、首尾一貫していない。

やはり、 I.A.Richardsが直接に関わった Rのほうが教育的観点から断然優れている。

実は、発音教本の例文で著者が意図したイントネーションが modelreadingに反映さ

れていないことがあるのは、従前から指摘されてきている。私自身も scriptで target
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となっているイントネーションと actorの朗読が一致しないケースに時々遭遇してい

る。数年前には振興出版啓林館から依頼された ListeningBoxシリーズを執筆した時

にも同じことが度々あった。結局、私が東京に行ってスタジオに入り朗読に立ち会う

ことになった。そのとき、気が付いたことは、プロの朗読者は、リハーサルなしに script

を初見でいきなり録音を始めるということで、あった。出版社は、時間制で報酬を払っ

ているので、初見だけで録音できる朗読者を雇うのであろう。

また、 CD版には、時々、私が少し首をかしげるような朗読がある。朗読者が situation

を適切に読み取っていないのではないか。例えば、

i. His hat is in his 、註亘旦d.It、笠皇室 lon his 、h皇室g.(EP1， 16) 

(i) He took his hat 、off.(R&Y) 

ところが、 Iでは既に文脈にある hatに核強勢を置いている。

(ii) ? He took his 、註主主off.(1) 

j. They are at the window t。、g旦her.Sheis、盟生himat the window. (EP1， 38) 

(i) He is with 、h皇主atthe window. (R&1) 

ところが、 Yでは最初の文と 2番目の文では、主語と前置詞の目的語が逆の語順に

なっているのに、最初の文と同じ強勢配置をしている。

(ii)? He is、翌ithher at the window. (y) 

このような説明に未だ納得できない人のために少し敷術しておこう。以下の a，b.c

では前半の文と後半の文では 2人の順序が入れ替わっている。

a. He is in 10ve with her， but (1 )she is not in 10ve with 、him.
b. It is said he broke up with me， but ( I ) Ibroke up with 、左血z

c. A: I、10主皇you.

B: (1)1 10ve 、EEz

このような場合、転換を明示するために対比強勢が置かれる。なお、 2番目の文の

代名詞主語に文強勢を置くか、置かなし、かは speaker'soptiona1 choiceである。

肝心な末尾語に核強勢を置くだけで所期の目的が達せられるからである。

k (i) My eyes are 、Qpen.、E笠 eyeslare 、連盟.(EP1， 41) (R& 1) 

ところが、 Yでは myとherとの対比を無視している。

(ii) Her eyes are 、連辺.(y) 

1. Her eyes are 、open.She、鐙皇室.They、主笠皇|、連盟t.(EP1， 41) 

(i) She did 、notsee. She did not see 、me.(R&Y) 

ところが、 Iでは meが重要な新情報項目であるにもかかわらず、既に文脈にある

seeを強調している。
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(ii) ? She did not 、盟主 me.(1) 

m. (i) The 、豆盟dcame. It took my 、h益 off.(EPl， 75) (R&Y) 

ところが、 Iでは新情報の名詞 hatが最も重要な語であるにもかかわらず、 off

に核強勢を置いている。英語では、初出の名詞が優先的に核強勢を受ける。

(ii} ? It took my hat 、Q丘(1)

2. Wh-疑問文

(i)一般的には、 wh-疑問文は下降調になると考えられている。入門期の学習者には

それが妥当な指導である。しかし、 EPlには少し気になる用例が 2か所ある。明

らかに、 Richardsが意図したことと、 YとIの朗読者の聞に解釈のズレがある。

Woman: What is、that?

Man: John's hat! 

Woman:J豆h主主isthat? John's hat! (EPl， 65) (R) 感嘆符に注目。

女性は同じ疑問文を 2回発しているが、その意図は違うはずである。最初は、情報

を求めており、John'shatであることを知った後でのWhatis that?の意図は違う。

それはイントネーションの違いに反映される。Rでは、後者の疑問文は上昇調にな

っている。これは、 pardonquestionとも呼ばれ、相手が言ったことの反復を求め

たり、或いは、聞いたことに驚いて「オウム返しするJ時のインネーションである。

その場合は、冒頭の疑問詞に核が来てそこを起点として声が上昇する。末尾の that

で声の高さが最高点になるので、 thatに核強勢がある印象をもつかもしれないが、

音調変動は whatで起こるので、核はそこに来る。一方、 YとIでは、疑問文は 2

回とも同じく下降調になっている。朗読者は対話の場面を適切に解釈していない。

語弊があるかもしれないが、棒読み(citationreadingとか readingin isolationと

呼ばれる)をしている。またもや、 Rに軍配が上がる。

• 

She put the hat in the other room. John went there and got it. 

F宣hogot it? John did. (EPl， 74) (R&1) 

ここでも、疑問文は情報を求めているのはなく、 Johnの行動を再確認しているだ

けである。Johnwent there and got it.の後にWho、g旦it?は、変である。RとI

では、話者の意図に即した上昇調であるが、 Yは棒読みのままである。

(ii}冒頭で、 wh-疑問文は下降調になることが一般的と述べたが、実は、上昇調もあ

る。下降調と上昇調には、基本的には機能が同じだが、話者の態度に違いがある。

前者は、どちらかと言うと serious，businesslike，後者は morefriendly， more 

interestedな態度を表す。YとIにはないが、 Rでは上昇調になっているのが数か
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所ある。

a. She went to the window. Where is she ;r旦旦豆?(EP1， 38) (R) 

なお、この疑問文は過去の行動(went)と現在を対比している。対比でない場合，

Where 、isshe now? (businesslike)， 又は

Where ;ris she now? (more friendly) 

b. Now her eyes are open. She sees. What does she ;r盟主? (EP1， 41) (R) 

c. Wha t are ;r生皇皇室?(EP1， 67) (R) 

d. When did she ;r盟主豆it?(EP1， 83) (R) 

Patter1JS for questian-flJ01'd questions. 

N .. 脚 上 'What is your、name? -・E・-・・
¥ 

一一 / 

. 、

R併tIt_d:~ .Wha~ is your name? -• / -

3.文末副詞 again

againはEP1の文尾の位置で登場する。その意味には「もう 1回onemore time J 

と「元通りの状態に backto the same state or situationJ という こ通りある。この

副詞は、前者の意味では文(核)強勢を受け、後者の意味ではそれを受けない。また、

thenもEP1に時々登場する。「その時Jと「それで、それではJという意味があり、

前者では文強勢を受け、後者ではそれを受けない。

Put it 、h主主主again.(to its original place) 

Put it back a、良型.(one more time) 

She nursed him back to 、h皇室並hagain. 

It's great to have you 、ho盟皇 again.

1 had to write the essay all over a、g型旦・
ただし、二通りの意味の区別は明確にできるものではなく、使い分けに「揺れJ

がある。その使い分けが3つの音声資料でどのようになっているかを調べてみた。

a. (i) She is at the 、監笠 again.(EP1， 39) (R) 

(ii) She is at the door a、gaiE・ (Y&I) 

b. He is saying “mouths." He is not saying “mouth" now. (EP1， 42) 

(i) His mou th is、建旦 again. (R& Y) 

ωHis mouth is shut a、包旦. (1) 
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c. (i) When the wind came， my hat went up. The hat came 、坐豆旦again.

(ii) The hat came down a、g型旦.(1) (R&Y) 

ただし、以下では 3三者間の一致が見られる。

J ohn is coming into the 、担旦旦 again.(Ep 1， 68) 

He came into the 、;rro旦旦 againI wi th the ha t in his 、h亘旦金.(EPl，72) 

4. Yes/no疑問文

EPl， 47には以下のようなやりとりがある。少し形式を変えて提示すると、

A: Do you see two seats and the bookshelves between them? Do you see the clock 

over the bookshelves? 

B: Yes， 1 see them. 

一般に知られている返答文は短縮形で、盗塁， 1 1、坐.である。一方、 fullsentence 

の返答文 Yes，1 see them.では、どの語が核強勢を受けるのだろうか。核強勢は盤宣墾

の内容語に来るのが通例であるが、この返答文にはそれがない。

*、皇室，11、笠豆them.

これは、不適である。このような論理的な説明が不可能なイントネーションは、慣用

的な言い方(intonationidiom) として、主語に下降調の核強勢が来る。

a.、Yes，I、Isee them. (R& Y) 注:seeは低いピッチの強勢を受ける。

つまり、 Iの位置で声がいったん上昇して、直ぐに下降に向かい、下降調の終結部を

seeが引き継ぐ。冒頭で述べたように、下降調は、実際には上昇・下降調である。

なお、返答文が下降調であるのは、やや事務的な印象を与えるので、実際の social

conversationでは声を末尾で上昇させるのが一般的である。

b. ;rYes， I、Isee Fthem-(D 
日常会話でも b.が一般的である。そのほうが丁寧だからである。

' -yー噌一一 蝿
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Y68.it's a book. 
Y6s.tEArs a旬ble.
Y6s.恒uh'sa chair. 
Y es. That's a pieωof paper. 

Stress and Intonation Part 2 (English Language Services， 1967: 47-48) 
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日本支部月例会活動報告

(2010 年 8 月 ~2011 年 7 月)

2010年

8 月 14 日 ~17 日

9月 25日

11 月 20 日 ~21 日

11月21日

夏期英語教授法セミナ- YMCA東山荘

月例会 田道住区センター

デモ 比較級 EP2，57 伴野温子

Basic English/400 Generalより (e)
ベーシック・イングリッシュ研究大会/月例会 三田福祉会館

講演「ベーシックは心理的な表現が苦手か~方丈記を例に考える」

新井 等

講演「英文整序法とベーシック・イングリッシュ」 後藤 寛

秋のセミナー/月例会 オリンピック記念青少年総合センター

デモ Which? EPl. 48 加藤准子

10月 23日

12月26日 ム一品

モ

例
デ

月

Haircut (The Basic Reading Books， Bookl) 唐木田照代

港勤労福祉会館

デモ Birthday (The Basic Reading Books， Bookl) 

Basic English/400 Generalより (f)

菅生由紀子

2011年

1月 15日

2 月 12 日 ~13 日

2月 13日

月例会 神奈川県民センター

デモ go round， because， EP2， 55 大野晴 美

Basic English/400 Generalより (g)

BEワークショップ/月例会 オリンピック記念青少年総合センター

デモ David's Kind Act (The Basic Reading Books，βook2) 

黒瀬 る み

トーク 英語長文を暗唱するコツーみんなで実習しよう 新井 等

月例会 田道住区センター4月 23日

5月 21日

デモ

トーク

月例会

in， on， the EPl， 11-12 

「パタゴニア，--' Basic Englishで語る」

神奈川県民センター

瀬るみ

相沢佳 子

5 月 28 日 ~29 日

6月 18日

デモ Tree-Top House (The Basic Reading Books， Book2) 

Basic English/400 Generalより(i) 多 羅 深雪

発音ワークショップ 国立オリンピック記念青少年総合センター

第 54回 GDM英語教授法公開講演会 すみだ産業会館

1. 授業実演英語以外の外国語一時間目 植田恵子

2. 講演 使える英語力をつけるために-GDMの原理

相沢佳子

3. 授業体験 1)三時制の導入 (take) 唐木田照代

2) ofの導入 加藤 准 子

η
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7月30日 月例会/総会 リンガ・ランゲージ・スタジオ

中学生クラスの授業見学

A : which (reL) EPl， 50 

B : seem， EP2， 103 

栗城麻由

山田 静

西日本支部活動報

(2010年9月"-'2011年8月)

2010年

9月19日 月例会

デモ①

デモ②

大阪市立総合生涯学習センタ-

when (conj.) (EPl， 72) 

比較級 (EP2，35)

山崎典子

麻田暁枝

• 

読書会 The ABC 01 Basz"c English by C.K.Ogden 

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ① I， You， He， She， It (EPl， 1-3) 

デモ② end， middle， support (EP2， 42-43) 

読書会 The ABC 01 Basic English by C.K.Ogden 

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

初級セミナ一 大阪市立総合生涯学習センタ一

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

村田雅子

河村有里子

10月 30日

11月14日

12月 12日

デモ①

デモ②

have， has (EPl， 42) 

between (EPl， 43) 

薗村 拓

山崎典子

読書会 The ABC 01 Basic English by C.K.Ogden 

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

2011年

1月22日 大阪市立総合生涯学習センタ-

which (reL) (EPl， 50) 

The ABC 01 Basic English by C.K.Ogden 

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ education (EP2， 18) 

読書会 The ABC 01 Basic English by C.K.Ogden 

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

初級・中級セミナー INKYOTO/月例会

ム一品例

モ

同
月
「
ア

• 
松浦尚子

2月27日

松川和子

3月12日， 13日

デモ

トーク

ザ・パレスサイドホテル(京都)

before， after (EPl， 46) 

「英語にはなぜ主語が必要か?J 

薗村 拓

片桐ユズル
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4月 17日 月例会

デモ①

デモ②

大阪市立総合生涯学習センター

in/on (EPl， 11) 山崎典子

麻田暁枝between (EPl， 43) 

読書会 The ABC 01 Basic English by C.K.Ogden 

発音トレーニング “Ta1k in Basic Eng1ish" 

5月29日

6月26日

月例会 台風による警報発令のため中止

GDM初級一日セミナ一 大阪市立総合生涯学習センター

(1) 1時間目の外国語の授業 (2) GDMの理論

(3)模擬授業:① I.Y ou. He. She. It ② here， there 

(4) トレーニング (5)導入 ① This， That ② my， your 

7月24日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ① take (EPl， 14) 渡辺 尚 也

河村有里子デモ② if (EP2，82) 

西日本支部総会

8月 14日----16日 夏期英語教授法セミナー

いままで“Bulletin" と呼ばれていたもの

を，“YearBook" と改称して，おとどけし

ます。わたしたちは BASICEng1ishのお世

話になりながら，自分たちのことばについて

無自覚であったことの反省がふくまれていま

す。 会名の英文表記についても

“Association" は BASICにありませんので，

“Society"がベターなのですが，それにとも

なって， 日本ベーシック・イングリッシュ協

会と合同になったときに名前のことがきちん

と議論されていなかったことをひきず、ったま

まになっています。

English Through Pictures， Book 1， pp.4-8 

などの略記を EP1.4-8などとすることにつ

いても，編集者から提案させていただき，ご

協力を感謝いたします。今後いろいろなお知

らせでも，そのようにすっきりさせてくださ

い。 リチャーズは GDMの理論の説明におい

ても，“SEN-SIT" 以外は，専門用語をあま

り使わず，そのためかえって学問的でないと

国立オリンピック記念青少年総合センター

記

誤解されたりしたかもしれません。 しかじ知

識は一部のひとによって独占されるべきもの

ではなくて，万人によって共有されるものだ

という信念から BASICEng1ishは出できま

した。わたしたちは自分の使うことばが「業

界用語Jにおちいらないように，たえず気を

つける必要があります。

学校教育の現場でのことばはしばしば道徳

臭をともなう業界用語となり，部外者にいや

な感じをあたえますが，今回も GDM実践者

たちからはクリーンで力強い寄稿をいただき

ました。ありがとうございます。

GDMの音声教材について伊達さんからた

いへん貴重な指摘をいただきました。これは

Language Researchから 1952年に発行され

た LPによるものでほぼ同じ頃に製作され

た自1mについてもあてはまります。教育・

研究目的のための複製についてわたしたちは，

Language Researchから特別の許可をもらっ

ています。 (片桐ユズル)
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